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　平成16・17年度で、老朽化した平屋建ての幌別東
団地を解体し、鉄筋コンクリート造り４階建て（１
棟20戸、エレベーター付き）住宅を建設しました。
　この住宅には、車いすの方が使用できるトイレや
浴室を備えた住居（２戸）を設けているほか、各住
居に手すりを設置し、高齢者などにも配慮したつく
りとなっています。
　また、平成18・19年度にも１棟24戸の住宅を建設
する予定です。

▼ 事業費　１億2,674万円（うち国の補助金6,010万
　円、市債5,920万円）

①市営幌別東団地の建て替え
問い合わせ　建築住宅グループ（�○８５ ４３９９）

①市営幌別東団地の建て替え

②幌別西小学校校舎の整備

③青少年会館の整備

④亀田記念公園の整備

⑤登別保育所運営管理業務の委託

⑥恵寿園暖房設備の改修

⑦水槽付消防ポンプ自動車の購入

⑧公共下水道の整備

⑨若山浄化センターの増設

⑩国（北海道開発局）・北海道が主
　体で行った主な事業

⑪そのほかの事業

※事業費は平成１７年度の額です。また、
　額は万円単位に切り上げています。
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JR室蘭本線 

幌別東団地 

岡
志
別
川 

至登別 国道36号 

道道弁景幌別線 

←至室蘭 → 

●幌別東 
　保育所 

平成１７年度の主な事業
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⑤登別保育所運営管理業務の委託
問い合わせ　子育てグループ（�○８５ ５６３４）

　登別・富浦・登別温泉各保育所を統合した新しい
登別保育所の運営管理業務を、併設の私立幼稚園に
委託し、幼保一元化モデル事業を進めています。
　同保育所では、併設された私立幼稚園の建物も一
体的に活用し、保育所児と幼稚園児を混合した年齢
別クラスの導入や行事の合同実施、合同給食などを
行っています。

▼事業費　5,939万円

登別小学校 

石山通 

国道36号 
至白老→ 

登
別
川 登別保育所

 

←至幌別 

⑥恵寿園暖房設備の改修
問い合わせ　恵寿園（�○８５ ５０４３）

　施設の老朽化が進んでいる養護老人ホーム恵寿園
の暖房設備の改修を、平成16・17年度で行いました
（１月末現在の入園者数は60人）。

▼事業費　1,700万円（うち市債1,270万円）

 

幌別ダム 

●川上公園 
　　野球場 

● 郷
土
資
料
館 

●
川
上
公
園 

養護老人ホーム 
『恵寿園』 

至
中
央
町
↓ 

胆
振
幌
別
川 

↑
至
鉱
山
町 

⑦水槽付消防ポンプ自動車の購入
問い合わせ　消防本部総務グループ（�○８５ ９６１１）

　老朽化により車両の機能が低下していた登別支署
配置の水槽付消防ポンプ自動車１台（昭和63年度購
入）を更新しました。
　新しく購入した同自動車は、水槽容量が約2,000
 ㍑。油圧救助器具やエンジンカッターなどを搭載す
るほか、長期間使用するため、微弱電流を流して車
体のさびを防止する機能などを備えています。

▼事業費　 3,910万円
　（うち北海道の補
　助金1,446万円、 市
　債2,000万円）

②幌別西小学校校舎の整備
問い合わせ　教育委員会総務グループ（�○８８ １０９１）

　各小・中学校は、施設の老朽化が進んでいるため、
計画的に補修を行い、教育環境の維持に努めていま
す。
　本年度は、幌別西小学校校舎の屋根と外壁の改修
を行いました。

▼事業費　2,250万円（うち市債1,680万円）

● 
市民 
会館 

　　　● 
しんた21

　　　● 
登別高校 

西陵中 
●学校 幌別西 

小学校 

至
中
央
町
↓ 

胆
振
幌
別
川 

 

③青少年会館の整備
問い合わせ　社会教育グループ（�○８８ １１２９）

　市民のスポーツの場として利用されている青少年
会館（市内４カ所）は、施設の老朽化が進んでいる
ため、計画的に補修を行っています。
　本年度は、登別市青少年会館（中央町）の体育室
の床と窓枠の改修を行いました。

▼事業費　2,400万円（うち市債1,800万円）

至JR鷲別駅 至JR登別駅 ← ← 

 

JR幌別駅 

登別市青少年会館 

市立図書館● 

登別中央ショッピング 
センター・アーニス● 

市役所 
　● 

④亀田記念公園の整備
問い合わせ　土木公園グループ（�○８５ ４１１５）

　亀田記念公園内を通る市道や、北海道が施工する
西富岸川の改修に併せ、多目的トイレの設置や身体
障害者専用駐車場の整備、園路の段差解消・勾配緩
和などのバリアフリー化を進めています。

▼事業費　4,000万円（うち市債2,880万円）

亀田記念 
　　公園 

新生交番 
　● 

道道上登別室蘭線 

←至室蘭　　　　　　　至登別→ 国道36号 

新生団地 
　　● JR室蘭本線 
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⑧公共下水道の整備
問い合わせ　下水道グループ（�○８５ ９０５２）

　美園町と上鷲別町のうち、約29㌶ の区域の整備を
行い、今年度末には下水道普及率約86％を予定して
います。
　また、登別地区に向けた幹線 管  渠 整備などを行っ

かん きょ

ています。

▼事業費　７億5,932万円（うち国の補助金１億
　2,600万円、市債５
　億8,120万円）
※市債元利償還金の
　50％が交付税に算
　入されます。

⑨若山浄化センターの増設
問い合わせ　下水道グループ（�○８５ ９０５２）

　若山浄化センターに流入する汚水の増加に対応す
るため、平成16年度から１８年度までの予定で新たな
汚水処理施設の増設工事を行っています。

▼事業費　５億420万円（うち国の補助金２億7,090
　万円、市債２億970万円）
※市債元利償還金の50％が交付税に算入されます。

若山浄化 
センター 

登別青嶺高校 

至JR鷲別駅 至JR幌別駅 ← ← 

 

総合体育館 

⑩ 国（北海道開発局）・北海道が主体で行った主な事業

登別中学校 
　　　　● 

登別駅 

国道3
6号 

↑
至
登
別
温
泉 

登
別
川 登別マリン 

パークニクス 
● 

← 至JR幌別駅 

登別漁港 

至JR白老駅→ 

登別中学校 
　　       ● 

至JR幌別駅 ← 登別駅 

国道3
6号 

↑
至
登
別
温
泉 

登
別
川 

石
山
通 

登別小学校 
　　● 

幌別 
浄水場 

来
馬
川 

柏葉団地 

柏
木
団
地 

富士 
保育所 

卍大英寺 

 

登別温泉 
ケーブル 
　　● 

●
ホ
テ
ル
ま
ほ
ろ
ば 

　　　● 
第一滝本館 

登
別
温
泉
通 

一般国道３６号登別拡幅事業
　国道36号は、交通渋滞の緩和や交通の安全性の確
保、沿道の地域産業の振興などを視野に入れた生活
環境整備を図るため、現在の２車線から４車線への
拡幅を進めています。
　平成17年度は、用地買収のほか、登泉橋の工事に
着手しました。

◎事業主体　北海道開発局

登別漁港整備事業
　平成17年度は、 岸壁不足を解消するため、西突堤
の改良工事と漁港利用の安全確保のため、東防波堤
の延伸工事を行いました。
　平成18年度は、引き続き東防波堤の延伸工事と、
水産物の衛生管理のため、岸壁改良による屋根付き
岸壁の工事などが予定されています。

◎事業主体　北海道
道道 倶  多  楽  湖 公園線登別温泉通改良

くっ た ら こ

事業（温泉バイパス第２工区）
　平成17年度は、用地買収と道路改良工事を行いま
した（平成19年度完了予定）。

道道上登別室蘭線柏木通改良工事
　平成17年度は、主に用地買収を行いました（平成
21年度完了予定）。
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▲汚水処理施設
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　年々増加している
携帯電話からの１１９
番通報を、登別市消
防本部で直接受信す
ることができる装置
を導入しました。

▼事業費　93万円

公共施設アダプトプログラムの実施
問い合わせ　管理グループ（�○８５ ３２３０）

　市民の皆さん（２人以上のグループ）に公共施設
（道路や公園・広場、河川敷）の里親になっていただ
き、ボランティアで清掃美化活動を行うアダプトプロ
　　　　　　　　　　　　　　グラム『のぼりべつク
　　　　　　　　　　　　　　リーン＆フレッシュ事
　　　　　　　　　　　　　　 業』を行っています
　　　　　　　　　　　　　　（１月末現在の登録団
　　　　　　　　　　　　　 　体数・人数は12団体
　　　　　　　　　　　　　　176人）。
　　　　　　　　　　　　　　 ▼事業費　34万円

消防緊急通信指令設備の整備
問い合わせ　消防本部総務グループ（�○８５ ９６１１）

起業化支援事業
問い合わせ　商工労政グループ（�○８５ ２１７１）

　地域の資源や技術を
活用した新たな地場産
品の創出や技術の事業
化、サービスの提供な
どを行う個人や中小企
業者の事業を支援しま
す。

▼事業費　600万円

　環境省の重要湿地に選ば
れているキウシト湿原（若
山町）の保全や利活用を図
るため、湿原の用地を計画
的に取得しています（本年
度は約0.61㌶ の用地を取得）。

▼ 事業費　4,860万円（うち国の補助金1,500万円、市
　債2,700万円）

総合防災訓練の実施
問い合わせ　総務グループ（�○８５ １１３０）

　防災意識の高揚を図る
ことを目的に、防災関係
機関と地域住民が参加し、
総合防災訓練を行いまし
た（２年に１回実施して
います）。

▼事業費　122万円

　男女共同参画講演会の
開催やＤＶ（ドメスティ
ックバイオレンス）防止
の啓発ポスター・カード
の作成などを行いました。

▼事業費　131万円（うち
　北海道の補助金120万円）

災害予想区域図（ハザードマップ）の作成
　問い合わせ　総務グループ（�○８５ １１３０）

　中央子育て支援センター（富士保育所横）と登別子
育て支援センター（登別保育所内）で、育児相談や子
　　　　　　　　　　　　　　育て講座、お父さんの
　　　　　　　　　　　　　　子育て広場の開催、移
　　　　　　　　　　　　　　動子育て支援センター
　　　　　　　　　　　　　　の開設などの事業を行
　　　　　　　　　　　　　　っています。
　　　　　　　　　　　　　　 ▼事業費　163万円

▲起業化支援事業の認定を受けた、
　シカ肉の食肉加工販売事業

不法投棄の防止
問い合わせ　環境対策グループ　　

　　　　　（クリンクルセンター内�○８５ ２９５８）

　厳しい就職状況におか
れている高校生の就職活
動を支援するため、登別
室蘭・伊達の３市合同で
管内の企業見学会を行い
ました。

▼事業費　１０万円

地域人権啓発活動活性化事業
　問い合わせ　市民サービスグループ（�○８５ １８５５）

子育て支援センターの運営・事業
　問い合わせ　子育てグループ（�○８５ ５６３４）

　自然災害による被害予
想や避難所などを掲載し
た災害予想区域図を策定
します（冊子は平成18年
度中に全戸配布する予定
です）。

▼事業費　402万円（うち北海道の補助金200万円）

　廃棄物の不法投棄やポイ
捨てを防止するため、啓発
の立看板や柵などを設置し
ました。

▼事業費　31万円

高校生のための企業見学会の実施
問い合わせ　商工労政グループ（�○８５ ２１７１）

・

キウシト湿原緑地の保全
問い合わせ　土木公園グループ（�○８５ ４１１５）
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▲啓発カード
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市
内
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
と

福
祉
の
向
上
や
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
振
興
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な 
公 
の

お
お
や
け

施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
公
の
施
設
の
管
理
は
、
市

が
直
接
行
う
方
法
、
ま
た
は
市
が
出
資
し

て
い
る
法
人
や
公
共
的
団
体
に
限
っ
て
管

理
を
委
託
す
る
方
法
の
い
ず
れ
か
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
の
地
方
自
治
法
の

１５

改
正
に
よ
り
、
市
な
ど
の
地
方
自
治
体
が

管
理
す
る
公
の
施
設
に
関
す
る
制
度
が
、

こ
れ
ま
で
の
管
理
委
託
制
度
に
代
わ
り
、

民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
も
委
託
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

管
理
委
託
先
の
幅
を
広
げ
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る

目
的
で
指
定
管
理
者
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
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指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
、

施
設
の
機
能
や
事
業
の
内
容
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
次
の
業
務
を
行

い
ま
す
。

①
施
設
の
日
常
的
な
管
理
運
営

②
施
設
や
付
属
設
備
の
維
持
・
小
規
模
修

　

繕
③
利
用
許
可
に
関
す
る
業
務

④
利
用
料
金
の
収
納
に
関
す
る
業
務

⑤
施
設
の
設
置
目
的
に
沿
っ
た
事
業
の
実

　

施

　

平
成　

年
１
月　

日
か
ら
２
月
１
日
に

１８

３０

か
け
、
平
成　

年
第
１
回
市
議
会
臨
時
会

１８

が
開
か
れ
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
や
市

民
プ
ー
ル
、
婦
人
研
修
の
家
、
老
人
憩
の

家
な
ど　

の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定

７１

す
る
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
の
期
間
は
、
平
成　

年
４
月
１
日

１８

か
ら
３
年
間
ま
た
は
５
年
間
で
、
市
と
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定
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間
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さ
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た
協
定
に

基
づ
き
、
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設
管
理
を
行
い
ま
す
。
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◎施設名・指定管理者名・指定の期間

▼

川上公園

▼

亀田記念公園

▼

市民プール

▼

岡志別の森運動公園

指定の期間指定管理者名施　設　名

平成１８年４月１日～
平成２３年３月３１日　

　北海道曹達（株）幌別工場
岡志別の森運動公園
川　上　公　園（※１）

　（財）登別市文化・スポーツ振興財団市 民 プ ー ル

　登別造園工事業協同組合

亀 田 記 念 公 園
若 草 中 央 公 園
富 岸 公 園
新 川 公 園
ら い ば 公 園
川　上　公　園（※２）

　（財）登別市文化・スポーツ振興財団

市 民 会 館
鷲 別 公 民 館
総 合 体 育 館
市 営 陸 上 競 技 場

　（社）登別市シルバー人材センター労 働 福 祉 セ ン タ ー
　伊達市農業協同組合市 牧 場

平成１８年４月１日～
平成２１年３月３１日　　（有）のぼりべつ酪農館札 内 高 原 館

※１　道道弁景幌別線から幌別市街地側を除く 
※２　道道弁景幌別線から野球場側、郷土資料館を除く
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◎施設名・指定管理者名

▼

富士会館

▼

若草つどいセンター

▼

幌別東集会所

　

わ
た
し
た
ち
が
施
設
を
管
理
し
ま
す

問い合わせ　人事・行政管理グループ（�○８５ １１３２）

指定管理者名施　設　名

は ま わ し 町 内 会栄 婦 人 研 修 の 家

婦
人
研
修
の
家

新 川 第 二 町 内 会新 川 婦 人 研 修 の 家

常 盤 町 内 会常 盤 婦 人 研 修 の 家

若 草 第 二 町 内 会若 草 婦 人 研 修 の 家

カ ル ル ス 温 泉 町 内 会カ ル ル ス 婦 人 研 修 の 家

旭 ヶ 丘 町 内 会美 園 婦 人 研 修 の 家

桜木婦人研修の家管理委員会桜 木 婦 人 研 修 の 家

柏 木 町 内 会柏 木 婦 人 研 修 の 家

新 和 会 、山 手 町 内 会富 士 会 館会
館 富 浦 町 会富 浦 会 館

登 別 市 若 草 つ ど い 
セ ン タ ー 管 理 委 員 会若 草 つ ど い セ ン タ ー

幌 別 鉄 南 第 八 町 内 会幌 別 東 集 会 所

市
営
住
宅
集
会
所

千 代 の 台 町 内 会千 代 の 台 集 会 所

柏 木 団 地 町 内 会柏 木 集 会 所

新 生 団 地 自 治 会新 生 集 会 所

登 別 温 泉 青 山 町 内 会登 別 温 泉 集 会 所

桜 木 団 地 町 内 会桜 木 集 会 所

◎施設名（老人憩の家）・指定管理者名

▼指定の期間　��������	
���������	

指定管理者名施　設　名

中 央 新 生 町 内 会静 和 園

鷲別３丁目町内会、鷲別町４丁目
町 内 会 、 ひ ま わ り 町 内 会恵 和 園

登 別 東 町 ２ 町 会明 和 園

美 園 町 会光 和 園

若 草 町 内 会優 和 園

は ま な す 町 内 会共 和 園

幌 別 鉄 南 地 区 連 合 町 内 会永 和 園

中 登 別 町 内 会白 樺 の 家

あ か し や 町 内 会あ か し や の 家

緑 ヶ 丘 町 内 会常 盤 の 家

曙 町 内 会相 生 の 家

登 別 東 第 三 町 会汐 見 の 家

香風町会、新川町内会、新川第二
町内会、プレハブ町内会ね む の 木 の 家

柏 木 町 内 会柏 木 の 家

片倉町内会、望洋団地町内会、西
団地町内会梅 木 の 家

鷲 別 １ 丁 目 町 内 会 、
鷲 別 ２ 丁 目 町 内 会　双 和 園

登別本町会、登別本町２町会芙 蓉 の 家

常 盤 町 内 会百 寿 の 家

指定管理者名施　設　名

す ず ら ん 団 地 町 内 会す ず ら ん の 家

千 歳 町 内 会千 歳 福 寿 園

栄 楽 園 運 営 管 理 委 員 会栄 楽 園

美不二町会、桜ヶ丘町内会桜 美 園

富 岸 町 内 会富 久 寿 園

若 緑 町 内 会緑 寿 の 家

旭 ヶ 丘 町 内 会旭 ヶ 丘 三 恵 園

中 央 町 三 丁 目 町 内 会三 寿 園

幌 別 鉄 南 第 八 町 内 会東 寿 園

新 生 町 望 洋 町 内 会希 望 の 家

柏 木 町 内 会こ ぶ し の 家

大 和 町 内 会和 幸 園

美 園 南 町 内 会み そ の 園

中 札 内 町 内 会札 内 偕 楽 園

登 別 東 町 第 ４ 町 会 、
登 別 東 町 第 ５ 町 会翠 の 家

鷲 別 町 ６ 丁 目 町 内 会鷲 六 園

若 山 団 地 町 内 会若 山 の 家

新生虹の家運営管理委員会新 生 虹 の 家

若 葉 町 内 会 、 汐 平 町 内 会若 汐 の 家

新 生 北 町 内 会新 寿 の 家

▼指定の期間　��������	
���������	
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　厚生労働大臣から委嘱された民生委員児童委員は、高齢者への介護や障害者への支援、子育ての
悩みごとなどを抱えて困っている方の良き相談相手となり地域福祉の向上のため、それぞれの地域
で活動しています。

◎民生委員児童委員はこんな活動をしています。
　①調査…地域住民の相談や支援を行う態勢を整えるた
　　め、実情を把握します。
　②生活相談・支援…地域住民が抱える問題について、
　　相手の立場に立ち、親身になって相談に応じます。
　③情報提供…支援を必要とする方が福祉サービスを適
　　切に利用するために必要な情報の提供を行います。
◎民生委員児童委員は、民生委員法により守秘義務があ
　り、秘密は固く守られますので、お気軽にご相談くだ
　さい。

登別市の民生委員児童委員

登　別　地　区
管　轄　区　域電話番号住　所氏　　名

カルルス町、上登別町○８４ 287１カルルス町4 日  野   安  信 
ひ の やす のぶ

登別温泉町の一部○８４ 2613登別温泉町174-1 青 
あお

 柳   
やなぎ

 博 
ひろし

登別温泉町の一部○８４ 3001登別温泉町17 伊  藤   利  子 
い とう とし こ

登別温泉町の一部○８４ 3352中登別町219-4 千  葉 　
ち ば

 正  俊 
しょう しゅん

中登別町の一部○８４ 2722中登別町79-20 五  十  嵐 　
い が らし

 睦 
あつし

中登別町の一部○８３ 3133中登別町46-3 真  崎 　 博  善 
ま ざき ひろ よし

登別東町1丁目○８３ 2463登別東町1丁目12-1 松  山   信  昭 
まつ やま のぶ あき

登別東町2丁目の一部○８３ 1067登別東町2丁目26-1 堀  合   重  敏 
ほり あい しげ とし

登別東町3丁目○８３ 1255登別東町3丁目36-4 秋  山   恵 
あき やま え

 教 
きょう

登別東町2丁目・4丁目の一部○８３ 1117登別東町4丁目12-1 山  本   照  雄 
やま もと てる お

登別東町4丁目の一部○８３ 2024登別東町4丁目24-3 野  澤   武  夫 
の ざわ たけ お

登別東町4丁目の一部○８３ 2809登別東町4丁目50-1 桶  屋 　
おけ や

 純 
じゅん

 一 
いち

登別東町5丁目の一部○８３ 1464登別東町5丁目37-1 川  島  八  重  子 
かわ しま や え こ

登別東町5丁目の一部○８３ 2824登別東町5丁目36-13 岸 　  明  司 
きし あき じ

登別本町1・3丁目、登別港町1・2丁目○８３ 1546登別本町3丁目12-29 和  田  正二郎 
わだ だ しょうじろう

登別本町2丁目の一部○８３ 0234登別本町2丁目45-13 畠 
はたけ

 山 　 基  子 
やま もと こ

登別本町2丁目の一部○８３ 3251登別本町2丁目28-1 工  藤  倶  二  雄 
く どう く に お

富浦町○８３ 1138富浦町1丁目46-7 田  代 　 健  二 
た しろ けん じ

幸町○８５ 5825幸町5丁目5-2 及  川 　 春  男 
おい かわ はる お

主任児童委員○８３ 2715登別東町1丁目12-1 石  井  佐  登  子 
いし い さ と こ

主任児童委員○８３ 1218登別本町1丁目無 佐  藤 てる 枝 
さ とう え

中　央　東　地　区
管　轄　区　域電話番号住　所氏　　名

札内町の一部、来馬町○８５ 6848札内町5 脇 　　 俊  昭 
わき とし あき

札内町の一部○８３ 1839札内町373 伊  清 　 淳  彦 
い せい あつ ひこ

千歳町1・3丁目の一部、中央町1丁目の一部○８５ 6540千歳町1丁目11-5 明 
みょう

 道 　 岩  造 
どう いわ ぞう

千歳町2丁目の一部・6丁目・千歳町、新栄町○８５ 2915千歳町6丁目32 渡  部 　 洋  子 
わた なべ よう こ

千歳町1・2丁目の一部・4・5丁目○８５ 7521千歳町4丁目1-19 伊  藤 　
い とう

 勲 
いさお

千歳町3丁目の一部、常盤町3丁目の一部○８５ 5617常盤町3丁目45-31 石  ケ  森  節  子 
いし が もり せつ こ

常盤町1丁目の一部○８５ 5434常盤町1丁目7-2 横  岡 　
よこ おか

 稜 
りょう

 一 
いち

常盤町2丁目○８５ 4333常盤町2丁目7-4 難  波 　 智  子 
なん ば とも こ

常盤町3丁目の一部○８５ 6527常盤町3丁目26-1 千  葉 　 一  男 
ち ば かず お

常盤町4丁目○８５ 4372常盤町4丁目31-3 割  石 　
わり いし

 昭 
しょう

 治 
じ

常盤町5・6丁目○８５ 4208常盤町5丁目32-1 前  野  充  紀  子 
まえ の み き こ

中央町1・2丁目の一部○８８ 4692中央町1丁目2-6 岩  切 　 一  恒 
いわ きり かず つね

中央町2丁目の一部・4丁目○８５ 2932中央町2丁目4-1 山  口 　
やま ぐち

 登 
のぼる

中央町3丁目○８５ 2360中央町3丁目24-8 前  川 　
まえ かわ

 博 
ひろし

中央町5丁目○８５ 3562中央町5丁目22-2 高  橋 　 敏  夫 
たか はし とし お

中央町6・7丁目の一部○８５ 3045中央町7丁目34-5 山  木 　 恵  子 
やま き けい こ

中　央　東　地　区
管　轄　区　域電話番号住　所氏　　名

中央町6・7丁目の一部○８５ 2101中央町6-5-5 大  坂 　 倫  一 
おお さか りん いち

幌別町1・2丁目○８５ 2262幌別町2-20-1 早  川 　 宣  子 
はや かわ のぶ こ

幌別町3・4丁目の一部○８５ 4616幌別町3-13-10 秋  山 　 勝  利 
あき やま かつ とし

幌別町3・4丁目の一部○８５ 2144幌別町4-1-3 辻 　　 英  子 
つじ えい こ

幌別町5丁目○８５ 6720幌別町5-22-1 生  稲 　 秀  穂 
いく いね ひで ほ

幌別町6丁目○８５ 6337幌別町6-28-5 白  戸 　
しら と

 良 
りょう

 一 
いち

幌別町7・8丁目の一部○８５ 1116幌別町7-18 山  本 　 次  男 
やま もと つぎ お

幌別町7・8丁目の一部○８５ 9590幌別町7-1-2 南  部 　 洋  一 
なん ぶ よう いち

主任児童委員○８５ 5397常盤町4-14-5 白  川 　 敦  子 
しら かわ あつ こ

主任児童委員○８５ 3219幌別町1-11-3 梅  田 　 達  美 
うめ だ たつ み

中　央　西　地　区
管　轄　区　域電話番号住　所氏　　名

富士町1丁目・2丁目の一部○８５ 2325富士町1丁目15-1 能  登 　 利  之 
の と とし ゆき

富士町2丁目の一部・3丁目○８５ 3359富士町3丁目22-2 新  岡 　　
にい おか

 　 
のぼる

富士町4・5丁目○８５ 4712富士町5丁目16-4 菊  池 　 啓  志 
きく ち けい し

富士町6丁目○８５ 7881富士町6丁目30-3 太  田 　　
おお た

 通 
とおる

富士町7丁目○８８ 0963富士町7丁目21-4 高  橋 　 政  幸 
たか はし まさ ゆき

新川町1・2丁目の一部○８５ 6969新川町2丁目17-4 伴  野 　
ばん の

 京子 
きょうこ

新川町2・3丁目の一部○８５ 7871新川町2丁目37-2 若  原 　 智  代 
わか はら とも よ

新川町3・4丁目の一部○８５ 6262新川町4丁目6-1 森  満 　 元  子 
もり みつ もと こ

新川町4丁目の一部○８５ 3002新川町4丁目29-2 永  田 　 政  治 
なが た まさ はる

片倉町1・2丁目○８５ 2543片倉町1丁目8-5 鈴  木 　 尚  美 
すず き なお み

片倉町3・4丁目○８５ 6084片倉町4丁目36-14 小  沢  裕  美  子 
お ざわ ゆ み こ

片倉町5・6丁目○８５ 4395片倉町5丁目18-1 石  本 　 繁  雄 
いし もと しげ お

柏木町1・4丁目の一部○８５ 3575柏木町1丁目29-27 大  川  東  三  男 
おお かわ と み お

柏木町2・3・4丁目の一部○８５ 0539柏木町2丁目18-1 関  根 　 文  次 
せき ね ぶん じ

柏木町1・2丁目の一部○８５ 3987柏木町1丁目13-1 山  田  紀  代  司 
やま だ き よ し

柏木町3・4丁目の一部・5丁目○８５ 5772柏木町4丁目24-7 鈴  木 テツ 子 
すず き こ

鉱山町○８５ 2028鉱山町7 三  井 　　
みつ い

 勝 
まさる

主任児童委員○８５ 8438片倉町3丁目21-5 佐  藤 　 裕  子 
さ とう ゆう こ

主任児童委員○８８ 1775富士町4丁目38-1 北 
きた

 林 　
ばやし

 純子 
じゅんこ



�

緑　　陽　　地　　区
管　轄　区　域電話番号住　所氏　　名

桜木町1・2丁目の一部○８５ 7450桜木町1丁目16-1 堀  尾 　 政  江 
ほり お まさ え

桜木町3・4丁目の一部○８５ 6114桜木町4丁目7-13 佐  藤 　 勝  明 
さ とう かつ あき

桜木町2・3・4丁目の一部○８５ 5079桜木町3丁目12-4 宮  城 　 洋  一 
みや ぎ よう いち

桜木町2丁目の一部、緑町2丁目の一部○８５ 6780桜木町2丁目10-1 近  藤 トシ 子 
こん どう こ

緑町2丁目の一部○８５ 1411緑町2丁目13-38 丹  治 　 金  七 
たん じ きん しち

桜木町5・6丁目、青葉町、川上町○８５ 8087青葉町2丁目4 杉 
すぎ

 田 　 光  代 
た みつ よ

緑町1・3丁目、若山町1丁目の一部○８５ 9620緑町1丁目16-20 粂  井 　 孝  子 
くめ い こう こ

栄町3・4丁目の一部○８６ 7469栄町4丁目8-7 井  下 　 英  之 
いの した ひで ゆき

栄町3・4丁目の一部○８６ 4060栄町3丁目12-4 筑  野 　 栄  子 
ちく の えい こ

大和町○８５ 1561大和町2丁目27-22 山  道  知  衣  子 
やま みち ち い こ

若山町1丁目の一部・2丁目○８５ 4906若山町2丁目8-12 蛯  名 　 雄  三 
えび な ゆう ぞう

若山町3丁目○８８ 1677若山町3丁目35-2 奥  山 　 裕  子 
おく やま ゆう こ

若山町4丁目、栄町3丁目の一部○８６ 7383若山町4丁目6-32 有  野 　 國  男 
あり の くに お

富岸町1・3丁目・2丁目の一部○８６ 0025富岸町2丁目28-6 工  藤 　 保  秋 
く どう やす あき

富岸町2丁目の一部○８６ 2751富岸町2丁目18-10 佐  藤 　 弘  子 
さ とう ひろ こ

新生町１丁目の一部○８６ 5135新生町1丁目11-3 米  澤 　 寿  朗 
よね ざわ とし ろう

新生町1・2丁目の一部○８６ 5429新生町2丁目6-10 福  井 　 賢  二 
ふく い けん じ

新生町2丁目の一部○８６ 2853新生町2丁目14-17 佐  藤 　 末  子 
さ とう すえ こ

新生町3丁目の一部○８７ 1935新生町3丁目6-16 川  口 　　
かわ ぐち

 博 
ひろし

新生町1・3・5丁目の一部○８６ 3270新生町3丁目20-13 袖  山 　　
そで やま

 功 
いさお

新生町5丁目の一部○８６ 8580新生町5丁目1-1 大  島 　 重  寿 
おお しま しげ とし

新生町4・6丁目の一部○８６ 5014新生町4丁目5-1 海  老  名 
え び な

 庄  三  郎 
しょう ざぶ ろう

新生町4・6丁目の一部○８６ 9852新生町4丁目21-7 熊  本 　 幸  一 
くま もと こう いち

主任児童委員○８８ 1583緑町2丁目14-5 池  田 　 顕  子 
いけ だ あき こ

主任児童委員○８６ 3535新生町3丁目5-14 佐  藤 　 文  子 
さ とう ふみ こ

美園・若草地区
管　轄　区　域電話番号住　所氏　　名

若草町1・3丁目の一部○８６ 1808若草町3丁目10-12 高  橋 　 浩  一 
たか はし こう いち

若草町1・2丁目の一部○８６ 7832若草町1丁目7-11 秋  葉 　　
あき ば

 薫 
かおる

若草町2丁目の一部○８６ 4923若草町2丁目6-6 安  藤 　 桂  一 
あん どう けい いち

若草町3丁目の一部○８６ 3173若草町3丁目35-12 寺  島 　 栄  作 
てら しま えい さく

若草町4丁目の一部○８７ 2774若草町4丁目17-12 森  田 　 只  志 
もり た ただ し

若草町5丁目の一部、上鷲別町の一部○８６ 8034若草町5丁目3-3 山  形 　 貞  子 
やま がた さだ こ

若草町5・6丁目の一部、上鷲別町の一部○８６ 9322若草町6丁目14-17 東  海  林  芳  雄 
しょ う じ よし お

若草町4・6丁目の一部、上鷲別町の一部○８６ 2058若草町6丁目28-6 山  中 　 隆  男 
やま なか たか お

美園町1丁目○８６ 6048美園町1丁目28 林 
はやし

　　 典  子 
のり こ

美園町2丁目の一部○８６ 8680美園町2丁目13-4 大  塚 　 俊  雄 
おお つか とし お

美園町2・3・4丁目の一部○８６ 4790美園町3丁目10-9 稲  垣 　 弘  子 
いな がき ひろ こ

美園町3丁目の一部○８６ 8464美園町3丁目48-2 平  尾  紀  美  子 
ひら お き み こ

美園町4丁目の一部○８６ 6042美園町4丁目20-6 畔  越  喜  代  治 
あぜ こし き よ はる

美園町5丁目の一部○86 4200美園町5丁目24-22 高  橋 　 幸  子 
たか はし さち こ

美園町3・5丁目の一部○８６ 8321美園町5丁目6-9 二  階  堂  成  男 
に かい どう しげ お

美園町5・6丁目の一部○８６ 7794美園町6丁目2-2 柴  田 　
しば た

 貞 
ただし

美園町6丁目の一部○８６ 5188美園町6丁目25-1 西  村  美  代  子 
にし むら み よ こ

主任児童委員○８６ 4589若草町3丁目26-9 渋  谷 アイ 子 
しぶ や こ

主任児童委員○８６ 6382美園町4丁目7-11 高  橋 　
たか はし

 良 
よし

 子 
こ

鷲　　別　　地　　区
管　轄　区　域電話番号住　所氏　　名

栄町1・2丁目の一部○８６ 7420栄町1丁目12-3 福  岡  新  太  郎 
ふく おか しん た ろう

栄町1・2丁目の一部○８６ 5190栄町2丁目12-9 川  口 　 勝  己 
かわ ぐち かつ み

鷲別町1・2丁目の一部○８６ 8972鷲別町1丁目16-3 森  野 　 泰  範 
もり の やす のり

鷲別町1・2丁目の一部○８６ 7149鷲別町1丁目33-2 森  口 　　
もり ぐち

 達 
さとる

鷲別町2丁目の一部○８６ 8757鷲別町2丁目46-6 杉  山 　 恵  子 
すぎ やま けい こ

鷲別町3丁目の一部○８６ 7309鷲別町3丁目18-4 稲  葉 　 雅  幸 
いな ば まさ ゆき

鷲別町3丁目の一部○８６ 2334鷲別町3丁目27-18 松 
まつ

 平 　
だいら

 孝  子 
たか こ

鷲別町3丁目の一部○８６ 7665鷲別町3丁目34-4 茂  野 　 和  雄 
しげ の かず お

鷲別町4丁目の一部○８６ 6759鷲別町4丁目23-7 山  口 　 洋  子 
やま ぐち よう こ

鷲別町4丁目の一部○８６ 7406鷲別町4丁目2-6 三  木  田  禎  次 
み き た てい じ

鷲別町4・5丁目の一部○８６ 2421鷲別町5丁目3-19 萩  原 　
はぎ わら

 純 
じゅん

 子 
こ

鷲別町5丁目の一部○８６ 7547鷲別町5丁目17-8 山  村  栄  一  郎 
やま むら えい いち ろう

鷲別町6丁目の一部○８６ 8325鷲別町6丁目11-1 川  島 　 芳  治 
かわ しま よし はる

鷲別町6丁目の一部○８６ 7700鷲別町6丁目44-14 高  橋 　 哲  也 
たか はし てつ や

主任児童委員○８６ 7029鷲別町1丁目13-2 村  井  美  保  子 
むら い み ほ こ

主任児童委員○８６ 4000鷲別町4丁目22-1 南 
みなみ

　　 康  子 
やす こ

問い合わせ　社会福祉グループ（�○８５ １９１１）

　ご存じですか民生委員児童委員の活動

◎平成１６年度の相談・支援件数：８,６５３件

◎平成１６年度の分野別相談・支援件数：８,６５３件

高齢　4,521件
　　 　　52.3％

その他　2,292件
　　　　　26.5％

子ども　1,144件
　　　　　13.2％

障害者　696件
　　　　8.0％
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※網掛けは、新任の民生委員児童委員です。
※主任児童委員は、民生委員児童委員の委嘱を受け、さらに主任児童委員として委嘱を受けた方が、子育てや非行、不登校な
　ど、子どもに関する悩みごとの相談を受けるほか、特に、子どもを健やかに育てる環境づくりのために活動しています。

（件）
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～黒曜石でナイフを作ろう～�������	
��
　１月28日�、郷土資料館で『黒曜石でナイフを作ろう』
が開かれました。
　この催しは同館の年間企画『シリーズ登別の縄文文化』
の一環として行われており、市民ら12人が参加しました。
　当日は、市教育委員会の学芸員と郷土資料館ボランティ
アグループＳＬＧが講師を務め、道内産の黒曜石をシカの
角で削るナイフ作りに挑戦。ナイフが完成した後はシカ肉
切りに挑戦し、最初は切れ味に半信半疑だった参加者も意
外な切れ味に驚きの表情を見せていました。
　この後、切ったシカ肉を鍋にして、じっくりと味わいな
がら、縄文気分を楽しんでいました。

　２月３日�と４日�の２日間、登別温泉とカ
ルルス温泉で『第35回登別温泉湯まつり』（市、
登別観光協会主催）が行われました。
　この催しは、登別温泉の豊富な湯量と優れた
泉質に感謝し、開運と無病息災を願うまつりと
して、節分に合わせて毎年開催されています。

　２月５日�、ふぉれすと鉱山で『ふぉれすと鉱山冬まつり』
（市主催）が開かれ、親子連れを中心に約200人が、歩くスキー
や雪上ゲーム、ソリ滑りなどのイベントを楽しみました。
　この催しは、冬のふぉれすと鉱山や周辺の自然に親しみながら、
楽しく過ごしてもらおうと開催されているもので、ＮＰＯ法人登
別自然活動支援組織モモンガくらぶと市婦人短期大学同窓会のメ
ンバーがボランティアで協力しています。
　雪上押しくらまんじゅうゲームでは、タイヤチューブの中に体
を入れた状態で互いに押し合って勝敗を競い、観客の笑いを誘っ
ていたほか、高さ約８㍍ の雪山では子どもたちに混じって大人も
一緒にソリ滑りを満喫。会場では温かいうどんやそばなども販売
され、参加者は冷え切った体を温めながらおいしそうに舌鼓を打
っていました。
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　 閻  魔 
えん ま

大王の使者である赤鬼と青鬼の『 湯  鬼  神 』が、郷
ゆ き じん

土芸能『湯鬼神かぐら』を披露して厄払いをしながら、
旅館やホテル、飲食店、小学校などを回って観光客や市
民を喜ばせていたほか、閻魔堂前では、愛知県のカップ
ルが結婚式を挙げ、見守っていた親族や観光客からは、
祝福の大きな拍手が起こっていました。
　４日夜には、登別温泉バスターミナルを会場に、まつ
りを締めくくる『源泉湯かけ合戦』が行われ、氷点下の
寒さの中、紅白に分かれた下帯姿の若者たち約70人が豪
快に湯をかけ合い、見物の市民や観光客らとともに、今
年一年の開運と無病息災を願っていました。

～第35回登別温泉湯まつり～～第35回登別温泉湯まつり～
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～おひな様作り教室～

～平成17年度胆振管内スポーツフェスタ
　冬季大会～

　２月７日�と８日�の２日間、市民会館で『おひな様作
り教室』（文化・スポーツ振興財団主催）が開かれました。
　この教室は、おひな様を楽しく作ってもらおうと、今年
初めて開催されたもので、６人が参加しました。
　参加者は、講師の 太  田  輝  代 さんの指導で古はがきや布、

おお た てる よ

刺し子、発泡スチロールなどを使用して、手づくりのかわ
いらしいおひな様を完成させていました。
　参加した市民は、「袖を折るんですが、折り加減でおひ
な様が大きくなったり、小さくなったりするので、そこが
難しかったです。出来上がったおひな様は、家のテレビの
上に飾ります」と完成品を見ながら、楽しそうに話してく
れました。

　２月12日�、サンライバスキー場で『平成17年度胆振
管内スポーツフェスタ冬季大会』（北海道体育協会主催
が開かれました。
　同大会は、『スポーツフェスタ』と名称が変わって５
回目の開催。種目はスキーまたは歩くスキーで、今回は
大回転が行われ、参加した虻田、洞爺、白老、厚真、室
蘭、苫小牧、登別、伊達の８市町村の選手は交流を深め
ながらタイムを競いました。
　当日は雪の舞う天候でしたが、参加した97人の選手は、
少年、青年、成年、壮年Ａ、同Ｂ、同Ｃ、一般女子に分
かれ、日ごろの練習の成果をいかんなく発揮し、さっそ
うと旗門をくぐり抜けていました。団体は苫小牧市が優
勝し登別市は２位で連覇はなりませんでしたが、『少
年』では１～３位を独占する健闘を見せていました。
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　２月17日�と18日�の２日間、日本工学院北海道専門学
校で『日本商工会議所全国商工会議所青年部連合会第23回
全国会長研修会北海道のぼりべつ会議』が開かれ、全国か
ら約1,200人の会員が参加しました。
　この研修会は、全国商工会議所青年部連合会の会員が地
域経済を担うリーダーとしての資質の向上と意識の高揚を
図り、当面する課題などについて意見交換を行い、青年部
組織の活性化と充実を図ることを目的に開催されています。
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～日本商工会議所全国商工会議所青年部連合会～日本商工会議所全国商工会議所青年部連合会第２３回全国会長研修会北海道のぼりべつ会議第２３回全国会長研修会北海道のぼりべつ会議～～

　開会式では、大会長を務める登別商工会議所青年部会長の 名  畑  有 
な ばた ゆ

 里  佳 さんが「地域だけに留まらず全国の仲間と一堂に会し、抱える
り か

問題解決のヒント、将来のビジョンを感じ取り、そして凛とした気
持ちと頑とした行動力で実行していただくことにより、小さな波紋
がやがては大きくなり、それが確かな未来創造につながる」と述べ
ていました。
　続いて、『事業成果の発表』や『組織の構築』『組織運営の強
化』などについて研修会が行われたほか、会場の外では、登別の物
産展が開かれ多くの人でにぎわっていました。

）
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小和田ゆかり
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幼保一元化モデル事業

昨年７月、登別本町に　
登別保育所と白雪幼稚園による　

幼保一元化総合施設　
　『コロポックルの森』がオープン。

道内で唯一、
国のモデル事業に選ばれ、

注目を集めています。
幼保一元化モデル事業に　

携わっている方や　
　　　　　　　保護者の方を訪ね、
取り組みなどをリポートします。
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す

　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
森
で
は
、
渡
り
廊

下
で
結
ば
れ
た
登
別
保
育
所
と
白
雪
幼

稚
園
の
建
物
を
一
体
的
に
活
用
し
た
保

育
・
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
た
め
、
市
は
、
登
別
保
育
所
の
運

営
を
、
併
設
す
る
白
雪
幼
稚
園
（
学
校

法
人
登
別
立
正
学
園
）
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

　

「
保
育
所
と
幼
稚
園
が
ひ
と
つ
に
な

れ
た
ら
と
い
う
思
い
は
、　

年
以
上
前

10

か
ら
持
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
幼
保

一
元
化
モ
デ
ル
事
業
に
は
、
大
き
な
期

待
と
と
も
に
、
携
わ
る
一
人
と
し
て
責

任
の
重
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
初
め
て

の
こ
と
な
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
気
持
ち
は
、
き
っ
と
皆
さ
ん
同
じ

は
ず
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
の
意
見
を

お
聞
き
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
保
育
・
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

木
村
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る

と
、
「
こ
の
登
別
地
区
で
は
、
保
育
所

幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
、
通
う
場
所

は
み
ん
な
一
緒
。
み
ん
な
で
一
人
を
励

ま
し
支
え
、
一
人
の
喜
び
を
み
ん
な
で

分
か
ち
合
え
る
、
そ
の
は
じ
ま
り
が
コ

ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
森
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
、
町
内
会
や
小
・

中
学
校
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

育
て
る
と
い
う
土
壌
を
つ
く
っ
て
い
け

た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て

●こわだ　ゆかり
登別東町在住。
室蘭市出身。現在、１０歳
と７歳の娘を育てる主婦。

さ
ん

▲『コロポックルの森』オープニングセレモニー

��������

��
・



　

「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
森
が
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
、
子
ど
も
は
友
だ
ち
が
増
え

た
と
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

お
子
さ
ん
を
登
別
保
育
所
に
通
所
さ
せ

て
い
る 
金  
澤  
徹 
さ
ん
。

か
な 
ざ
わ 
と
お
る

く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
大
人

に
な
っ
て
も
、
幼
い
こ
ろ
の
楽
し
い
思

い
出
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
金
澤
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
を
あ
た

た
か
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
会
で
は
、
初
め
て
の
取
り
組

み
と
し
て
、
２
月　

日
か
ら　

日
ま
で

14

21

『
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ェ
ス
タ
』
を

行
い
ま
し
た
。

　

「　

日
前
か
ら
始
ま
っ
た
約　

個
の

10

230

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
に
は
、
延
べ

　

人
以
上
の
保
護
者
の
方
が
参
加
し
て

100く
れ
ま
し
た
。
施
設
の
前
に
飾
ら
れ
た

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
の
明
か
り
は
、
と

て
も
幻
想
的
。
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び

で
、
わ
た
し
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
見
て
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
」

と
大
宮
さ
ん
は
、
取
り
組
み
を
振
り
返

り
ま
す
。

　

大
宮
さ
ん
に
今
後
の
活
動
の
抱
負
な

ど
を
尋
ね
る
と
、
「
６
月
に
も
催
し
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
だ
け
で

は
な
く
、
町
内
会
や
小
・
中
学
校
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
活
動
の
輪
を
広
げ

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
、
子
ど
も
た

ち
を
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
保
育
や
教
育
を

　

少
子
化
が
進
む
現
在
、
『
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
』
と
い
う
場
が
、
こ
の
幼
保
一
元
化

モ
デ
ル
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
に
は
、
市
の
『
登
別

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
も
あ
り
、
育

児
の
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る

ほ
か
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い
て
、
親

子
と
も
楽
し
め
ま
す
。

　

子
育
て
に
絶
対
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
育
や
教
育

を
行
う
こ
の
幼
保
一
元
化
総
合
施
設
を

み
ん
な
で
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
も
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、
市
内
の
話
題
や
ま
ち
の
動
き
な
ど
を
リ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
平
成　

年
１８

度
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
情
報
推
進
グ
ル
ー
プ
（
�
◯８５
 

６
５
８
６
）
ま
で
。

　

幼
保
一
元
化
モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
っ

た
直
後
、
金
澤
さ
ん
に
は
不
安
が
あ
り

ま
し
た
。

　

「
市
で
運
営
し
て
い
た
と
き
と
比
べ
、

保
育
所
に
は
、
わ
た
し
よ
り
も
若
い
先

生
が
多
く
な
り
、
最
初
は
不
安
で
し
た
。

で
も
、
先
生
方
が
一
生
懸
命
に
子
ど
も

た
ち
と
接
し
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
う

ち
に
不
安
は
な
く
な
り
、
今
は
先
生
方

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す

　

施
設
で
は
、
保
育
所
児
・
幼
稚
園
児

の
混
合
ク
ラ
ス
を
年
齢
別
に
編
成
し
て

い
る
ほ
か
、
運
動
会
や
発
表
会
の
合
同

開
催
、
３
歳
児
以
上
の
合
同
給
食
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
人
数
が
増
え
、

よ
り
一
層
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
集
団
生

活
の
中
で
、
勉
強
や
遊
び
な
ど
を
ど
ん

ど
ん
や
っ
て
、
た
く
さ
ん
友
だ
ち
を
つ

保
護
者
会
の
活
動
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
も
広
げ
た
い

　

「
こ
れ
ま
で
保
育
所
に
は
、
幼
稚
園

と
異
な
り
、
保
護
者
会
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
回
の
幼
保
一
元
化
モ
デ
ル

事
業
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
多
く
の
保

護
者
の
方
が
た
と
交
流
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
り
、
登
別
保
育
所
に
子
ど

も
を
通
所
さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
加

入
を
い
た
だ
き
、
『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の

森
保
護
者
会
』
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
お
子
さ

ん
を
白
雪
幼
稚
園
に
通
園
さ
せ
て
い
る
、

同
会
会
長
の 
大  
宮  
一  
哉 
さ
ん
。

お
お 
み
や 
か
ず 

や

��������

�������

▲コロポックルの森保護者会による『アイスキャンドルフ
　ェスタ』

��

▲もちつき会

▲保育・教育の様子

▲第１回大運動会

友
だ
ち
が
増
え
た
と

喜
ん
で
い
ま
す

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

」
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▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
グ
ル
ー
プ

（
�
○８５
 

５
６
３
４
）

人が輝き　まちがときめく

　

人
は
、
時
間
に
追
わ
れ
、
急
い
で
物

事
を
片
付
け
よ
う
と
す
る
と
、
心
に
ゆ

と
り
が
な
く
な
り
、
大
事
な
こ
と
を
見

失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
の
場
合
も
同
じ
で
、
親
の
心

に
ゆ
と
り
が
な
く
な
る
と
、
子
ど
も
に

対
し
て
「
早
く
し
な
さ
い
」
「
ま
だ
な

の
？
」
「
も
っ
と
急
い
で
」
な
ど
と
、

急
ぎ
立
て
る
言
動
が
多
く
な
り
、
親
の

都
合
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
親
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な

い
と
、
「
何
度
言
っ
た
ら
わ
か
る
の

！
」
「
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
！
」
な

ど
と
感
情
的
な
言
葉
を
子
ど
も
に
浴
び

せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
接
し

方
を
す
る
と
、
子
ど
も
は
と
て
も
傷
つ

き
、
親
に
対
し
て
不
信
感
を
抱
く
こ
と

も
あ
り
、
親
も
後
味
の
悪
い
気
分
に
な

り
、
後
悔
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
慣
れ
な
い
こ
と
を
す
る

と
、
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
上
手
に
で

き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
が
、
親
が
心
に

ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
ど
も
を
見
守
る
と
、

今
ま
で
気
づ
く
こ
と
の
な
か
っ
た
子
ど

も
の
小
さ
な
成
長
を
感
じ
取
っ
た
り
、

目
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

Group

こ
の
場
所
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
亀

田
記
念
公
園
に
遠
足
に
行
っ
た
り
、
公

園
で
雪
遊
び
を
し
た
り
と
、
天
気
が
よ

け
れ
ば
屋
外
で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
代

表
の 
松  
川  
恵  
子 
さ
ん
は
、
話
し
て
く
れ

ま
つ 
か
わ 
け
い 

こ

ま
し
た
。

　

昨
年　

月
に
入
会
し
た 
岩  
崎  
恵 
さ
ん

い
わ 
さ
き 
め
ぐ
み

１２

は
、
「
子
ど
も
の
健
診
の
時
に
こ
の
サ

ー
ク
ル
の
こ
と
を
知
り
、
家
が
近
い
こ

と
も
あ
り
入
会
し
ま
し
た
。
毎
回
趣
向

を
凝
ら
し
た
活
動
内
容
で
楽
し
い
で
す

ね
。
今
ま
で
子
ど
も
同
士
で
遊
ぶ
機
会

が
な
か
っ
た
の
で
、
友
だ
ち
と
一
緒
に

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
の
様
子
を
見
る
と

成
長
し
た
な
と
思
い
ま
す
」
と
入
会
し

て
か
ら
の
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
や
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

松
川
さ
ん
（
�
○８６
 

２
２
３
３
）
ま
で
ど

う
ぞ
。

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
『
ひ
よ
こ
ラ
ン
ド

は
、
１
歳
か
ら
就
園
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
対
象
に
、
一
人
で
で
き
な
い
遊
び
な

ど
を
み
ん
な
で
楽
し
も
う
と
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
は　

家
族
で
、
毎
週
木

１４

曜
日
の　

時
か
ら　

時
ま
で
新
寿
の
家

１０

１２

（
ポ
ス
フ
ー
ル
登
別
店
内
）
で
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

月
１
回
、
保
育
士
の
方
が
参
加
し
て
、

手
遊
び
や
運
動
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
し
て
く
れ
る
ほ
か
、
２
カ

月
に
１
度
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
訪
れ
て
活
動
を
支
援
し
て
く
れ

る
そ
う
で
す
。

　

「
体
操
や
手
遊
び
、
運
動
遊
び
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
や
つ
を
食
べ
る

の
が
い
つ
も
の
活
動
内
容
な
ん
で
す
よ
。

サ
ー
ク
ル
は
、
当
番
制
で
運
営
し
て
い

ま
す
が
協
力
し
合
う
こ
と
で
友
だ
ち
も

で
き
て
い
く
よ
う
で
す
。
い
つ
も
は
、

みんなで運営して、親子一
緒に楽しい時間を過ごして
います。

子育てサークル『ひよこランド』

　

子
ど
も
は
、
成
長
す
る
に
従
い
行
動

範
囲
が
広
が
り
、
自
主
性
と
自
立
性
が

育
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
が
い
た
ず
ら

を
し
た
り
、
間
違
っ
た
こ
と
を
し
た
り

し
た
場
合
で
も
、
頭
ご
な
し
に
し
か
る

の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
話
に
口
を
挟

ま
ず
ゆ
と
り
を
持
っ
て
聞
き
、
子
ど
も

の
思
い
や
感
情
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
て
く
だ
さ
い
。
し
か
る
の
は
そ
れ
か

ら
で
も
い
い
の
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
こ
の
よ
う
に
育
て
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
信
を
付
け
な
が
ら

成
長
し
、
親
を
信
頼
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

今
、
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
。
子
育
て
は
大
変
で
す
が
ゆ
と
り

を
持
っ
て
子
ど
も
に
接
し
、
子
ど
も
が

発
信
す
る
サ
イ
ン
を
受
け
止
め
、
一
緒

に
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ

て
く
だ
さ
い
。

富
士
保
育
所
長　
　
 

山  

田  

紀  

子 

や
ま 

だ 

の
り 

こ

』
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●１５ 　３月は道税・市税の納税推進強調月
　　間です

●１６ 　学校の体育館を開放します

●１６ 　郷土資料館・文化伝承館体験学習
　　『和菓子づくり体験』を開催します
 
●１７ 　４月から集団予防接種が変わります

●１８ 　『“きずな”報告＆シンポジウム』
　　が開催されます
　　～福祉のまちづくり推進会主催～

●１９ 　しんた２１からのお知らせ
 
●２０ 　市民プール『らくあ』からの
　　お知らせ

●２０ 　広報からのお知らせ

●２１ 　クリンクルセンターからのお知らせ

●２２ 　平成１８年度下水道事業受益者負担金
　　の賦課対象区域をお知らせします 
 
●２３ 　平成１８年度浄化槽設置希望者を
　　募集します

●２４ 　桜ロマンマイロード事業に
　　参加しませんか

●２６ 　移動図書館こぐま号巡回日の
　　お知らせ

●２８ 　ふぉれすと鉱山に遊びにおいでよ
 

●１７ 　健康相談・審査

●１８ 　３月の歯科救急医療

●２１ 　４月の粗大ごみ収集
 
●２５ 　無料法律相談
 
●２７ 　今月の新着図書

●２７ 　不用品ダイヤル市

　国民健康保険税（第１０期）の納期限は３
月３１日�です。忘れずに納めましょう。
　納入には、便利な口座振替制度もありま
すのでご利用ください。

▼問い合わせ　国保・年金Ｇ
　　　　　　　　　　　（�○８５ １７７１）

忘れずに納めましょう
～納期限は３月３１日（金）です～

�������

　

胆
振
支
庁
と
市
は
、
３
月
を
『
納
税

推
進
強
調
月
間
』
と
し
て
、
道
税
・
市

税
の
滞
納
整
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ

�
道
税
…
胆
振
支
庁
納
税
課
（
�
○２４
 

９

　

５
８
４
）

�
市
税
…
税
務
Ｇ
（
�
○85
 

１
１
５
５
）

　

市
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
固
定
資

産
税
の
対
象
と
な
る
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
を
、
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
と
比
較
し
て
、
ご
自
分
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
の
適
正
さ
を
検
討
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

と
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

　

期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す
。

▼
縦
覧
期
間　

４
月
３
日
�
〜
５
月　
31

　

日
�
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▼
縦
覧
時
間　

９
時
〜　

時　

分

17

30

▼
縦
覧
場
所　

税
務
グ
ル
ー
プ
（
市
役

　

所
１
階
５
番
窓
口
）

▼
対
象　

固
定
資
産
税
を
納
税
さ
れ
て

　

い
る
方

※
本
人
以
外
や
法
人
の
代
表
者
以
外
の

　

方
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

　

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を

　

行
う
た
め
、
身
分
証
明
書
や
運
転
免

　

許
証
、
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書

　

な
ど
の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
縦
覧
で
き
る
帳
簿　

土
地
価
格
等
縦

　

覧
帳
簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

※
納
税
者
本
人
な
ど
が
縦
覧
期
間
中
に

　

自
己
の
資
産
に
係
る
固
定
資
産
課
税

　

台
帳
を
閲
覧
す
る
場
合
は
無
料
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
１
５
５
）

　

不
動
産
登
記
に
伴
う
登
録
免
許
税
の

算
定
は
、
こ
れ
ま
で
市
が
発
行
す
る

『
固
定
資
産
評
価
証
明
書
（
登
記
用
）』

が
必
要
で
し
た
が
、
市
の
事
務
改
善
と

皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

平
成　

年
度
か
ら
札
幌
法
務
局
室
蘭
支

18

局
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
４
月
か
ら
不
動
産
登
記

の
手
続
き
は
、
同
室
蘭
支
局
に
備
え
て

い
る
『
登
記
申
請
者
閲
覧
用
』
の
台
帳

に
よ
り
、
登
録
免
許
税
を
算
定
し
申
請

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
１
５
５
）

３
月
は
道
税
・
市
税
の

納
税
推
進
強
調
月
間
で
す

平
成　

年
度
固
定
資
産
税
に
係
る

１８

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
を
行
い
ま
す

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

�������

）

▲土地家屋縦覧帳簿

登
録
免
許
税
は
札
幌
法
務
局

室
蘭
支
局
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た



��

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

　

市
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促

進
す
る
た
め
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の

体
育
館
を
開
放
し
ま
す
。

▼
開
放
指
定
校　

鷲
別
・
若
草
・
富
岸

　

青
葉
・
幌
別
西
・
幌
別
・
幌
別
東
・

　

登
別
小
学
校
、
登
別
・
旧
登
別
温
泉

　

中
学
校
（　

校
）

10

▼
開
放
期
間　

４
月　

日
�
〜
平
成　

10

19

　

年
３
月　

日
�
（
土
・
日
曜
日
、
祝

３０

　

日
、
年
末
年
始
、
学
校
行
事
な
ど
で

　

使
用
す
る
日
を
除
く
。
旧
登
別
温
泉

　

中
学
校
は
、
４
月　

日
�
か
ら　

月

10

11

　
　

日
�
ま
で
と
し
ま
す
）

30
▼
利
用
時
間　
　

時
〜　

時

18

21

▼
電
灯
料
の
実
費
負
担　

利
用
１
回
に

　

つ
き　

円
（
青
少
年
団
体
は　

円
）

500

250

▼
利
用
条
件

�
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場
の
あ
る
方

　

で
組
織
す
る　

人
以
上
の
団
体

10

�
１
団
体
に
つ
き
１
校
の
開
放

�
責
任
者
を
明
確
に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
傷

　

害
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

�
興
行
、
そ
の
他
営
利
を
目
的
と
し
な

　

い
こ
と

�
運
動
用
具
な
ど
は
利
用
者
が
準
備
す

　

る
こ
と

▼
申
込
方
法　

３
月　

日
�
ま
で
に
、

10

　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
総
合
体

　

育
館
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
よ
り

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
Ｇ

かると

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８８
 

１
１
２
９
）

　

市
は
、
平
成　

年
度
登
別
市
と
き
め

18

き
大
学
の
新
入
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
た
な
出
会
い
の
中
で
生
涯
学
習
を

行
い
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
４
月　

日
�
の　

時　

分
か

25

10

30

ら
、
市
民
会
館
で
入
学
式
と
始
業
式
を

行
う
予
定
で
す
。

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上

60

　

の
方

▼
学
習
期
間　

年
７
回
程
度
で
４
年
間

▼
学
習
内
容　

各
種
講
演
会
、
見
学
旅

　

行
、
世
代
間
交
流
な
ど

▼
学
習
場
所　

市
民
会
館
な
ど

※
学
習
場
所
が
市
民
会
館
の
場
合
、
登

　

別
温
泉
・
登
別
・
美
園
・
鷲
別
地
区

　

か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
学
習
内

平
成　

年
度

１８

登
別
市
と
き
め
き
大
学
の

学
生
を
募
集
し
ま
す

　

容
に
よ
り
、
教
材
費
な
ど
が
か
か
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
申
し
込
み　

３
月　

日
�
ま
で
に
電

24

　

話
で
社
会
教
育
Ｇ
（
�
○８８
 

１
１
２
９

　

経
済
的
な
理
由
で
小
・
中
学
生
の
就

学
資
金
に
お
困
り
の
ご
家
庭
を
援
助
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
援
助
の
内
容　

学
用
品
費
、
給
食
費
、

　

校
外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
医
療

　

費
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

在
学
中
ま
た
は
入
学

　

予
定
の
小
・
中
学
校
ま
た
は
学
校
教

　

育
Ｇ
（
�
○８８
 

１
１
６
２
）

▼
対
象　

４
月
か
ら
高
校
・
高
専
・
専

　

修
学
校
・
短
大
・
大
学
に
入
学
予
定

　

の
方

※
成
績
や
世
帯
の
収
入
な
ど
の
基
準
が

　

あ
り
ま
す
。

▼
奨
学
金
（
月
額
）

�
高
校
生
…
１
万
円

�
高
専
・
専
修
学
校
・
短
大
生
…
１
万

　

５
千
円

�
大
学
生
…
２
万
円

▼
申
し
込
み　

�
登
別
育
英
会
事
務
局

　

（
教
育
委
員
会
総
務
グ
ル
ー
プ
内
�

　

○８８
 

１
１
０
０
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｌ
Ｇ
の

皆
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
で
、
日
本
伝
統
の

和
菓
子
『
ら
く
が
ん
』
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時　

３
月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

10

12

▼
場
所　

文
化
伝
承
館
（
郷
土
資
料
館

　

横
）

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
以

　

上
の
方

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
材
料
費　
　

円
（
高
校
生
以
上
は
別

100

　

途
入
館
料　

円
が
必
要
で
す
）

190

▼
持
ち
物　

上
靴
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

き
ん
、
手
ふ
き
、
菓
子
持
ち
帰
り
用

　

容
器

※
ク
ッ
キ
ー
や
プ
リ
ン
の
型
を
持
っ
て

　

い
る
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

電
話
で
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８８
 

１
３
３
９
）

学
校
の
体
育
館
を
開
放
し
ま
す

）

小
・
中
学
生
の
就
学
に
必
要
な

資
金
の
援
助
を
受
け
る
方
を

募
集
し
ま
す

平
成　

年
度
奨
学
生
を

１８

募
集
し
ま
す

〜　

登
別
育
英
会
〜　
　
　

（財）

郷
土
資
料
館
・
文
化
伝
承
館
体
験
学
習

『
和
菓
子
づ
く
り
体
験
』
を

開
催
し
ま
す

・



���

情報あら

健康推進グループ
（しんた２１内�○８５ ０１００）

▼
月
日　

４
月　

日
�
（
時
間
は
、
対

２６

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
内
容　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
育

　

児
相
談
、
遊
び
の
紹
介

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

　

オ
ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　

４
月　

日
�

２６

▼
受
付
時
間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１０

１５

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

育
児
相
談
を
希
望
す
る
方

▼
内
容　

発
育
・
発
達
・
育
児
な
ど
の

　

相
談
、
栄
養
相
談

▼
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い

 
▼
月
日　

４
月　

日
�
（
時
間
は
、
対

２０

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年　

月　

日
〜
平
成

１７

１１

１６

　
　

年　

月　

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

１７

１２

１５

▼
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
栄
養
相

　

談
、
育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

　

オ
ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　

４
月　

日
�
（
時
間
は
、
対

１２

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
９
月
生
ま
れ
の
お

１６

　

子
さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
身
体
計

　

測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児

　

相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
（
希
望
者　

円
８００

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ

　

ん
の
歯
ブ
ラ
シ

▼
月
日　

４
月
６
日
�
（
時
間
は
、
対

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
３
月
生
ま
れ
の
お

１５

　

子
さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
尿
検
査
、

　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◎
８
カ
月
児
健
康
相
談

受付時間対　　象クラス

１０：１５～

１０：３０

平成１７年８月生
まれで第２子目
以降のお子さん

ひ よ こ
く ら す

１２：４５～

１３：００

平成１７年８月生
まれで第１子目
のお子さん　�

もぐもぐ
く ら す

◎
乳
幼
児
健
康
相
談

◎
４
カ
月
児
健
康
診
査

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

◎
３
歳
児
健
康
診
査

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

����������������������������������������������������������������������������������������
����������������������

������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
��

�

�
�
�
��

�
��
������
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

����

問い合わせ

対象年齢：３カ月以上７歳６カ月未満（１歳６カ月までに終えてい
　　　　　ることが望ましい）
方　　法：６週間以上の間をおいて２回投与　
時　　間：１２時４５分～１３時１５分

　集団予防接種の場所が、４月から『しんた21』と
『鷲別公民館』の２カ所になります。
　また、ポリオの予防接種は待ち時間を少なくするた
め、『生まれた月』で区分して行います。
　当日、体調などの理由により、予防接種を受けられ
ない場合は、別の実施日に接種をお願いします。

9月8月7月6月5月4月場所

5
（火）

4
（金）

5
（水）

8
（木）

16
（火）

5
（水）しんた２１

22
（金）

23
（水）

27
（木）

23
（金）

24
（水）

25
（火）

鷲　別
公民館

3月2月1月12月11月10月場所

9
（金）

8
（木）

12
（金）

5
（火）

8
（水）

4
（水）しんた２１

20
（火）

20
（火）

24
（水）

22
（金）

21
（火）

26
（木）

鷲　別
公民館

対象年齢：６カ月未満
方　　法：直接ＢＣＧを１回接種
時　　間：１２時４５分～１３時１５分

＜ポリオの日程表＞

＜集団予防接種を受ける際の注意＞
・受ける前に前回の予防接種からの間隔を必ず確認し
　てください。
・通院中のお子さんは接種してよいか主治医の先生と
　相談してください。
・予防接種は無料で受けられます。母子健康手帳を忘
　れずに直接会場へ来てください。（予約不要）

ポリオ接種日場　　所生まれた月

４／２７（木）・９／２９（金）しんた２１
1月～３月生

４／１１（火）・９／１５（金）鷲別公民館

５／１０（水）・１０／１７（火）しんた２１
４月～６月生

４／２１（金）・１０／１１（水）鷲別公民館

５／２６（金）・１１／２（木）しんた２１
７月～９月生

５／３０（火）・１０／２４（火）鷲別公民館

６／１４（水）・１１／２４（金）しんた２１
１０月～１２月生

６／３０（金）・１１／１７（金）鷲別公民館

4月から集団予防接種が
変わります　　　　　　 

＜ＢＣＧの日程表＞

）



��

かると

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

　

日
ご
ろ
仕
事
で
忙
し
い
お
父
さ
ん
、

親
子
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月　

日
�　
　

時
〜　

時

18

10

12

▼
場
所　

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
富
士
保
育
所
横
）

▼
対
象　

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん

　

と
父
親

▼
内
容　

絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由

　

遊
び
な
ど

※
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
駐
車
場
を
ご

　

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
�
○８１
 

３
７
１
５
）

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
だ
り
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
交
流
し
た
り
す
る

場
を
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
過
ご
す
た
め
、

遊
具
や
絵
本
を
持
っ
て
行
き
ま
す
。

▼
日
時　

３
月　

日
�　
　

時
〜　

時

15

10

12

▼ 
場 
所　
 
若
草
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

（
若
草
小
学
校
内
）

※
小
学
校
裏
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
校
入

　

学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
持
ち
物　

上
靴
（
親
子
と
も
）

※
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
放
課
後
児
童

　

ク
ラ
ブ
玄
関
前
（
若
草
小
学
校
裏
）

　

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
�
○８１
 

３
７
１
５
）

　

認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
が
集
ま
り
、
悩
み
や
不
安
を

分
か
ち
合
い
、
孤
独
感
を
少
し
で
も
解

消
で
き
る
よ
う
、
研
修
会
と
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月　

日
�　
　

時
〜　

時

11

10

15

▼
場
所　

登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▼
定
員　

研
修
会　

人
、
交
流
会　

人

60

30

▼
内
容　

午
前
…
研
修
会
、
午
後
…
交

　

流
会

▼
対
象　

研
修
会
…
認
知
症
に
関
心
の

『
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

　

あ
る
方
、
交
流
会
…
認
知
症
の
高
齢

　

者
を
介
護
し
て
い
る
方

▼
参
加
料　

１
千
円
（
交
流
会
の
み
）

▼
申
し
込
み　

３
月
６
日
�
ま
で
に
電

　

話
で
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
�

　

○８８
 

０
８
６
０
）

　

『
き
ず
な
』
の
報
告
と
市
民
主
体
に

よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月　

日
�　
　

時　

分
〜

25

13

30

　
　

時　

分

15

30

▼
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
内
容　

　

①
若
草
小
学
校
４
年
生
『
私
た
ち
の

　
　

未
来
を
小
さ
く
し
な
い
で
』

　

②
地
域
福
祉
実
践
計
画
『
き
ず
な
』

　
　

の
報
告

　

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
き
ず
な
を
紡
ぎ

　
　

豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
を
』

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
市
社
会
福
祉
協

　

議
会
（
�
○８８
 

０
８
６
０
）

　

依
然
、
全
種
類
の
血
液
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

10

11

　
　

分
30

▼
場
所　

登
別
温
泉
支
所
前

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
Ｇ

　
　

（
し
ん
た　

内
�
○８５
 

０
１
０
０
）

21

住所・電話番号診療所名日　時

室蘭市幸町５－３
�○２２ ８８２８

エ ル ム 歯 科
中 央 診 療 所

３月５日（日）
９時～１１時

登別市中央町１丁目３－１３
�○８５ ２４７２

田中デンタル
ク リ ニ ッ ク

室蘭市中島町１丁目２３－２５
�○４５ ７６６７工藤歯科医院

３月１２日（日）
９時～１１時

伊達市山下町１４７－３１
�０１４２○２５ ３３２２

関 歯 科 医 院

室蘭市中島町３丁目２７－１０
�○４５ ５８３４飯渕歯科医院３月１９日（日）

９時～１１時

室蘭市新富町１丁目５－１３
�○２４ １７１７

日鋼記念病院
歯 科

３月２１日（火）
９時～１１時

室蘭市東町２丁目１９－１４
�○４４ ４５００

水野歯科医院３月２６日（日）
９時～１１時

　　　室蘭歯科医師会（�○４３ ３５２２）問　い
合わせ

『
�
き
ず
な
�
報
告
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
が

開
催
さ
れ
ま
す

〜
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
主
催
〜

在
宅
介
護
者
交
流
会
と

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

３月の歯科救急医療
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情報あら
　

市
は
、
高
齢
者
の
方
が
た
の
社
会
参

加
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
、

閉
じ
こ
も
り
を
防
止
し
、
生
活
圏
域
の

拡
大
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以

70

上
の
方
を
対
象
に
平
成　

年
４
月
１
日

15

か
ら
㈱
道
南
バ
ス
と
の
提
携
の
も
と
、

高
齢
者
割
引
定
期
券
『
ふ
れ
あ
い
パ
ス

の
購
入
補
助
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
利
用
者
が
当
初
の
見
込
み

よ
り
少
な
く
、
助
成
事
業
の
効
果
が
薄

い
と
の
判
断
か
ら
、
市
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、
３
月　

日
を
も
っ
て

31

助
成
事
業
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

こ
の
助
成
事
業
を
活
用
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
は
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
割
引
定
期
券
『
ふ
れ

あ
い
パ
ス
』
は
、
３
月　

日
ま
で
購
入

31

で
き
ま
す
（
使
用
期
限
は
４
月　

日
）

30

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
９
１
１
）

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
の
心
室
が
小
刻

み
に
震
え
、
全
身
に
血
液
を
送
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
心
室
細
動
な
ど
の
致

死
性
の
不
整
脈
の
状
態
の
と
き
に
、
心

臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
正
常
な

状
態
に
戻
す
医
療
機
器
の
こ
と
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
一
般
の
方
に
も
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
赤
十
字
社

登
別
市
地
区
は
救
急
法
指
導
員
の
協
力

に
よ
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月　

日
�　
　

時　

分
〜

17

10

30

　
　

時　

分

15

30

▼
場
所　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▼
対
象　
　

歳
以
上
の
方

15

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

20

▼
参
加
料　
　

円
（
当
日
持
参
）

500

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
２
枚
、

　

昼
食
、
動
き
や
す
い
服
装
な
ど

※
講
習
終
了
後
、
学
科
と
実
技
の
評
価

　

を
行
い
、
合
格
さ
れ
た
方
に
は
受
講

　

証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

３
月　

日
�
ま
で
に
電

15

　
 
話
で
日
本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区

　

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
�
○８５
 

１
９
１
１
）

高
齢
者
割
引
定
期
券

『
ふ
れ
あ
い
パ
ス
』
助
成
事
業

を
終
了
し
ま
す

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　現在、麻しん・風しんの予防接種は生後１２カ月～７
歳６カ月の間に行っていますが、４月１日からは『麻
しん風しん混合ワクチン』を使用することとなり、対
象年齢が次のように変更となります。
◎第１期…生後１２カ月から２４カ月までのお子さん
◎第２期…５歳以上７歳未満のお子さんで、小学校就
　学の始期に達する日の１年前の日から当該始期に達
　する日の前日までの間にあるお子さん
※３月１日以降に１歳になるお子さんは、４月になり
　ましたらお早めに第１期接種を受けましょう。
※平成１７年２月２８日以前に生まれたお子さんは、３月
　３１日までに麻しん・風しんの両方の接種を済ませま
　しょう。
※麻しん・風しんの接種の確認は、母子健康手帳の予
　防接種欄に接種した日付印がありますので、確認し
　てください。

　４月１日より、母子健康手帳の交付をしんた２１で行
います。
　保健師が妊娠中の過ごし方や出産・育児に関する不
安や相談に応じ、順調な妊娠期を過ごすためのお手伝
いをします。

▼日時　月・火・金曜日　９時～１７時
※ご都合のつかない場合は、事前にご連絡をお願いし
　ます。

▼場所　しんた２１
※交付には時間がかかることがありますので、時間に
　余裕を持ってお越しください。

▼対象　市内に居住する妊婦の方

▼持ち物　医師から交付される妊娠届出書

　広報のぼりべつ２月号に折り込みました『健康通信
きらり』の中で、次のとおり誤りがありました。
　お詫びして訂正します。
◎訂正の内容
　『集団検診のご案内』の申込先③メールアドレス
『sinta２１@city.noboribetsu.hokkaido.jp』とあるのは
『shinta２１@city.noboribetsu.hokkaido.jp』の誤りです。
　なお、すでにメールにより申し込みされた方につい
ては、受け付けされていない可能性がありますので、
お手数ですが再度申し込みいただきますようお願いし
ます。

麻しん・風しん予防接種のお知らせ

母子健康手帳交付のお知らせ

お詫びと訂正

健康推進グループ
（しんた２１内�○８５ ０１００）問い合わせ

しんた２１からのお知らせ

』

。



◎水泳教室の参加者を募集！
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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

かると
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　明るく心地よい空間の中で、楽しく健康づくりを行う
『らくあ生活』をあなたもはじめてみませんか。
◎水中運動教室の参加者を募集！

▼定員　水中運動教室…各３０人（申込順）、水泳教室、
　エアロビクス・フィットネス教室…各２０人（多数の場
　合は抽選）

▼対象　市内に居住する方

▼参加料　水中運動教室、水泳教室…  １ 教室月額２,０００
　円、エアロビクス・フィットネス教室…１教室月額
　２，５００円
※各教室とも、別途入館料がかかります。

▼申し込み　水中運動教室…随時、水泳教室、エアロ
　ビクス・フィットネス教室…３月７日（火）から１２日（日）
　　までに電話で申し込み

土金木水火

－元気アップらくらくシェイプアップアクアビクス元気アップ

－10時30分～12時10時30分～12時11時～12時10時30分～12時

アクアビクス－アクアビクスらくらくシェイプアップアクアビクス

13時～14時－13時～14時13時～14時30分13時～14時

－リハビリ予防改善リハビリ予防改善

－14時45分～16時15分14時15分～15時45分14時45分～16時15分14時15分～15時45分

アクアビクスアクアビクスアクアビクスボディシェイプアップアクアビクス

19時～20時19時30分～20時30分19時30分～20時30分19時30分～20時30分19時30分～20時30分

16時～17時30分毎週水曜日３・４歳児
わ く わ く キ ッ ズ 水 泳 教 室

16時～17時30分毎週木曜日５・６歳児
10時30分～12時毎週水曜日クロール・背泳ぎ・平泳ぎのマスターマーメード（婦人）水泳教室
19時～20時30分毎週木曜日初心者

マスターズ（一般）水泳教室
19時～20時30分毎週水曜日クロール・背泳ぎ・平泳ぎのマスター

申し込み・問い合わせ
市民プール『らくあ』（�○８５ ５５８８）

◎エアロビクス・フィットネス教室の参加者を募集！
13時～14時

毎週金曜日やさしいエアロビクス教室
18時15分～19時15分
17時30分～18時30分毎週土曜日やさしいフィットネス教室

　市は、市民参加の広報紙づくりを進めるため、市民
の皆さんを対象に、広報紙へのご意見やご感想をお聞
きする『広報モニター』やご自身の知りたいことをテ
ーマに取り組んでいただく『広報市民リポーター』を
募集します。

▼モニター期間　５月～平成１９年３月

▼対象　市内に居住する方

▼定員　５人

▼内容　『広報のぼりべつ』に対するご意見やご感想
　を、毎月、所定の調査票に記入し、提出していただ
　きます

▼対象　市内に居住する方

▼定員　６人

▼内容　テーマを決め、取材と記事の作成をしていた
　だきます（取材には広報担当職員が同行します）

　応募方法は、住所、氏名、年齢、性別、職業、電話
番号をご記入の上、３月２４日（金）までに、はがきまたは
封書、ファクス、Ｅメールでご応募ください。なお、
報酬はありません。

　市内で活動している団体やサークルを紹介する『仲
間たち』のコーナーを、活動している皆さんで活動内
容やご自分の仲間たちを紹介してみませんか。
　なお、過去３年以内に『仲間たち』のコーナーで紹
介された団体やサークルはご遠慮ください。
　また、政治や宗教、営利を目的としている団体など
はご遠慮ください。

　日々の暮らしの中で感じたことやまちを良くするた
めの提案、市への疑問や意見など、『ちょっとひとこ
と』のコーナーで、皆さんの声を掲載しています。
　皆さんも感じたことや訴えたいことを掲載してみま
せんか。
　なお、個人や団体への中傷、営利を目的としたお話
はご遠慮ください。
　また、紙面上では匿名でも、住所、氏名、電話番号
をお知らせください。

　申し込み・問い合わせ

　情報推進グループ　〒０５９－８７０１　中央町６丁目１１

　�○８５ ６５８６・�○８５ １１０８

　Ｅメール：pr@city.noboribetsu.hokkaido.jp

◎広報モニターの募集

◎広報市民リポーターの募集
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情報あら

　市は、次の世帯の方に『指定ごみ袋』と『し尿処理
無料券』を交付します。

▼対象
・重度心身障害者在宅世帯（身体障害者手帳・精神障
　害者保健福祉手帳各１・２級、療育手帳Ａ判定）
・知的障害者（ＩＱ５０以下）在宅世帯
・６５歳以上の寝たきり老人在宅世帯（常時寝たきりの
　状態が６カ月以上）
※生活保護世帯を除きます。

▼交付内容　指定ごみ袋（燃やせるごみ）３０㍑ 用を年
　間２０枚、し尿処理無料券（くみ取り世帯対象）を年
　間１枚

▼申請期限　３月３１日（金）
※詳しくはお問い合わせください。

　市は、クリンクルセンターの再生品展示室に展示さ
れている家具などのリサイクル品を販売します。
　なお、購入希望者が複数の場合は抽選とします。

▼対象　市内または白老町に居住する２０歳以上で、抽
　選日から１週間以内に自己搬出のできる方（抽選日
　当日、会場に来ることができる方）
※リサイクル業を営んでいる方は申し込みできません。

▼抽選日時　３月２６日（日）　１０時～

▼場所　クリンクルセンター市民ギャラリー

▼販売価格　５００円～

▼展示品　タンス、学習机、食器棚、自転車など
※自転車は無料です。

▼申込方法　３月８日（水）から１７日（金）の９時から１７時ま
　でに、リサイクル品の中から必要なものを選び、ク
　リンクルセンターに備え付けの申込用紙により、お
　申し込みください（１人１点とします）

　春の植物を使った寄せ植えの講習会を開催します。

▼日時　３月２３日（木）　１３時３０分～１５時３０分

▼場所　クリンクルセンター市民ギャラリー

▼対象　市内または白老町に居住する方

▼講師　 小  笠  原  春  一 さん（㈱丸勇小笠原緑化）
お がさ わら はる いち

▼定員　１５人（申込順）

▼参加料　１,５００円（材料代）

▼持ち物　軍手、筆記用具

▼申し込み　３月６日（月）から１４日（火）までに電話でお申
　し込みください

　ごみの減量と資源の節約のため、壊れた傘の布地か
ら買い物袋（マイバック）を作ります。

▼日時　３月１６日（木）　１０時～１５時

▼場所　クリンクルセンター研修室（２階）

▼講師　登別消費者協会会員

▼対象　市内に居住する方

▼定員　２０人（申込順）

▼参加料　無料

▼持ち物　昼食、傘の布地、ポータブル電動ミシン
　（持っている方）
※傘の布地がない方はご相談ください。

▼申し込み　３月６日（月）から１３日（月）までに電話でお申
　し込みください

�������	

　粗大ごみの収集は、地域ごとに決められた年２回の
収集時期に、電話の申し込みにより行います。
　粗大ごみを出すときは（１回につき５品まで）、１
枚　１６０　円のごみ処理券を購入の上、１品ごとにごみ処
理券を張ってください。

※このほかの地区の収集日については、『家庭ごみ収集
　カレンダー』に掲載しています。また、今後の『広報
　のぼりべつ』でも紹介します。

�
申込期間

（土・日曜日、祝日を除く）
収　集　日地　区　名

３月２０日（月）　
～３月３１日（金）

４月３日（月）　
～４月８日（土）

青葉町、緑町、鉱
山町、川上町

３月２７日（月）　
～４月７日（金）

４月１０日（月）　
～４月１５日（土）

カルルス町、上登
別町、登別温泉町、
中登別町

４月３日（月）　
～４月１４日（金）

４月１７日（月）　
～４月２２日（土）美園町４～６丁目

４月１０日（月）　
～４月２１日（金）

４月２４日（月）　
～４月２９日（土）

富浦町１～５丁目、
幸町、登別本町、
登別港町

申し込み　申込期間の９時～１７時（土・日曜日、祝
日を除く）に電話で収集委託業者（㈲登和清掃・�
○８８ ０２００）へお申し込みください

申し込み・問い合わせ

環境対策グループ
（クリンクルセンター内�○８５ ２９５８）
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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

下水道グループ
（�○８５ ９０５２）

問い合わせ

①幌別町２・４丁目の一部　⑤鷲別町４丁目の一部
②栄町４丁目の一部　　　　⑥美園町３丁目の一部
③柏木町４丁目の一部　　　⑦鷲別町１・２・６丁目の一部
④若草町５丁目の一部　　　⑧美園町５・６丁目・上鷲別町の一部

�
�
�
�

��
�

�

������������

　　下水道が整備されますと、快適に生活を
　営める環境となりますので、土地の所有者
　に建設費の一部として、土地の面積に応じ
　一度だけ負担していただく制度です。皆さ
　んのご理解とご協力をお願いします。

�������	
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　　下水道が整備された区域内に土地を所有
　している方が対象となります。

�������	
��
�

　　受益者負担金の額は、所有する土地の面
　積に単価（１平方メー

トル あたり５２５円）を乗じ
　て算出します。支払いは、負担金総額を５
　年間に分割し、年４期（合計２０回）に分け
　て納めていただきます。

平
成　

年
度

１８ �����
��������������������	

�������	
��
����

　　４月中旬、上図の受益者負担金賦課対象
　区域の土地を所有している方に受益者申告
　書を送付しますので、記載内容を確認し、
　必要事項を記入・押印の上、５月上旬まで
　に下水道グループへ提出してください。
　　６月上旬に受益者の方へ、土地の面積や
　負担金額、納付期日などを記載した『受益
　者負担金決定通知書』を送付し、７月上旬
　に『受益者負担金納入通知書』を送付しま
　す。

①幌別町2・4丁目

③柏木町4丁目

②栄町4丁目

⑤鷲別町4丁目 ⑥美園町3丁目

④若草町5丁目

⑦鷲別町1・2・6丁目
⑧美園町5・6丁目
　上鷲別町

※網掛け      の部分が
　賦課対象区域
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情報あらかると
申し込み・問い合わせ
下水道グループ
（�○８５ ９０５２）

�������	
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　市は、公共下水道区域外の地域を対象に浄化槽整備事業（個別排水処理施設整備事業）を実施しており、
平成１８年度に浄化槽の設置を希望する方を募集します。

※下水道グループホームページ『個別排水処理施設整備事業のご案内』もご参照ください。
　http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp

　　色の付いてる部分が下水道で処理する集合処理区域、
それ以外の白色の部分が浄化槽で処理する個別排水処理区域です。

　浄化槽は生活排水を各家庭で処理できる個人下
水道です。槽内では微生物が有機物（汚物）を食
べて分解してくれます。宅地内の乗用車１台分の
スペースで浄化槽が設置でき（工事は10日間程
度）、衛生的で快適な水洗トイレにすることがで
きます。しかも、各家庭の生活排水をしっかり処
理してくれるので、身近な生活環境の改善や保全
に大いに役立ちます。

　浄化槽の設置を希望する方の申請により、市が
浄化槽を設置し維持管理（保守点検や清掃など）
します。

▼ 全地域～カルルス町・上登別町・登別温泉町・
　札内町・富浦町・来馬町・鉱山町・川上町

▼ 一部の地域～中登別町・登別東町・登別港町・
　新栄町・幸町・千歳町・常盤町・柏木町・片倉
　町・青葉町・緑町・若山町・富岸町・鷲別町・
　上鷲別町

▼市の工事～浄化槽の設置工事

▼個人の工事～水洗トイレへの改造工事や生活排
　水を浄化槽まで流すための工事。これらの工事
　は融資あっせん制度の対象になります。

　専用住宅・店舗併用住宅・共同住宅・事務所
※別荘を除きます。

　市が施工した浄化槽の設置工事費の１割を分担
金として負担していただきます。分担金は５年に
分割し、年４回に分けて納めていただきます。ト
イレの水洗化、生活排水を浄化槽に流し込む排水
設備工事は個人負担となります。
　また、使った水の量に応じた下水道料金相当額
を使用料として、２カ月に１度納めていただきま
す。浄化槽に空気を送るブロワなどの電気代は使
用者の負担となります。

　平成１８年度に設置を希望する方は３月３１日�ま
でにお申し込みください。なお、募集は通年行っ
ていますが、申し込み時期などによっては、平成
１８年度中に設置できない場合があります。
※詳しくはお問い合わせください。

○浄化槽とは

○事業の内容

○対象となる区域（図参照）

○対象となる建物

○設置した方の負担

○申し込み

○工事 個
別
排
水
処
理
区
域
図
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かると
　

中
登
別
町
の
道
道
洞
爺
湖
登
別
線
の

桜
並
木
は
『
花
の
ト
ン
ネ
ル
』
の
名
で

多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
宅
の
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
成
木

を
こ
の
名
所
に
移
植
し
、
桜
ロ
マ
ン
マ

イ
ロ
ー
ド
事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

移
植
は
専
門
業
者
が
行
い
ま
す
。

▼
参
加
条
件

�
成
木
が
市
内
に
あ
り
、
無
償
で
提
供

　

で
き
、
移
植
可
能
な
も
の

�
病
気
が
な
い
も
の

�
幹
の
太
さ
が　

〜　
 
㌢
㍍ 
程
度
の
も

15

25

　

の
な
ど

▼
募
集
本
数　
　

本
10

※
成
木
を
確
認
し
て
決
定
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

３
月
３
日
�
〜

▼
申
し
込
み　

観
光
振
興
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８４
 

２
０
１
８
）

　

技
能
検
定
は
、
技
能
者
の
技
能
と
社

会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
た
め
に
実
施

さ
れ
、
合
格
者
に
は
『
技
能
士
』
の
称

号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

▼
受
付　

４
月
４
日
�
〜　

日
�

14

▼
検
定
科
目　

造
園
、
金
属
熱
処
理
、

　

機
械
加
工
、
鉄
工
、
建
築
板
金
、
仕

　

上
げ
、
建
具
製
作
、
と
び
、
築
炉
、

　

塗
装
、
切
削
工
具
研
削
な
ど

※
実
技
試
験
や
学
科
試
験
の
日
程
は
、

　

各
科
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

　

申
し
込
み
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

胆
振
地
方
技
能
訓
練
協

　

会
（
胆
振
支
庁
商
工
労
働
観
光
課
内

　

�
○２４
 

９
５
８
８
）

▼
日
時　

３
月　

日
�　
　

時
〜　

時

24

12

14

　
　

分
30

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
内
容

�
う
ど
ん
と
そ
ば
の
販
売
（
調
理
室
）

�
バ
ザ
ー
（
大
会
議
室
）

▼
問
い
合
わ
せ　
 
松  
宮 
さ
ん
（
�
○８４
 

２

ま
つ 
み
や

　

５
０
１
）
ま
た
は 
山  
下 
さ
ん
（
�
○８３
 

や
ま 
し
た

　

１
７
７
６
）

▼
日
時　

４
月
４
日
�　
　

時
〜　

時

13

15

▼
場
所　

登
別
記
念
病
院
（
Ｊ
Ｒ
幌
別

　

駅
西
口
横
）

▼
テ
ー
マ　

『
脳
を
イ
キ
イ
キ
！
認
知

　

症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う－

２
』

▼
内
容　

講
演
、
体
力
測
定
、
軽
運
動

▼
参
加
料　

無
料
（
申
し
込
み
が
必
要

　

で
す
）

▼
申
し
込
み　

登
別
記
念
病
院

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８１
 

３
０
０
０
）

桜
ロ
マ
ン
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

技
能
士
を
目
指
す
皆
さ
ん
へ

平
成　

年
度
前
期
技
能
検
定

１８

国
家
試
験
の
ご
案
内

登
婦
連
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
〜

『
健
や
か
教
室
』
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
記
念
病
院
主
催
〜　

問い合わせ　幌別中学校（�○８５ ３１１１）

 

　毎年、北海道吹奏楽コンクールに日胆地区の代表
として出場している幌別中学校吹奏楽部が、地域の
皆さんのご協力に、感謝の気持ちを込めてコンサー
トを行います。
　この機会に幌別中学校吹奏楽部のサウンドを楽し
んでみませんか。

▼日時　３月１８日（土）　１４時～（１時間程度）

▼場所　アーニス広場（１階）

▼内容　吹奏楽演奏…青春アミーゴ、ポップスター、
　キャンディーズメドレーなど、合唱…翼をくださ
　い

▼入場料　
　無料
※いすを
　用意し
　ていま
　す。

　難病で視力を失った 堀 ひろこさんが、人生をシャ
ほり

ンソンで語るステージです。
　音で人びとが感動し、出会いがあることと自然に
調和がとれることをテーマに道内を中心に活動して
います。
　登別では、初めての公演です。

▼月日　３月２４日（金）

▼場所・時間　市立図書館　１２時１５分、プチ・レス
　ト道（登別駅前）　開場１８時３０分　開演１９時

▼内容　トーク＆歌でシャンソンの世界へ

▼演奏　ピアノ　 宮  澤  洋  子 さん
みや ざわ よう こ

▼入場料　市立図書館　無料、プチ・レスト道
　２,５００円（ワンドリンク付き）
※プチ・レスト道（�○８３ １０４５）は、
　予約が必要にです。
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音と人と自然の調和の会
白田さん（�○８３ ２１８８）問い合わせ

幌別中学校吹奏楽部
『スプリングコンサート２００６』を

開催します



◎応募資格は採用時の年齢�������	

���

情報あら

　交通事故や金銭貸借、損害賠償、離

婚などの法律問題について、札幌弁護

士会室蘭支部の弁護士が相談をお受け

します。相談を希望する方は３月３０日

（木）までにお申し込みください。

※裁判や調停中のもの、同じ方による

同一内容の相談はお受けできません。

◎鉄南ふれあいセンターでの相談

▼日時　４月１５日（土）　９時３０分～

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼担当弁護士　 奈  良  泰  哉 弁護士
な ら しん や

▼定員　６人（申込順）

◎弁護士事務所での相談

▼担当弁護士　 奈  良 
な ら

 泰 
しん

 哉 弁護士
や

▼定員　６人（申込順）

※相談日時は、市民サービスグループ

　にお問い合わせください。

申し込み・問い合わせ

市民サービスグループ（�◯８５ １８５５）

　

相
続
や
遺
言
、
各
種
契
約
な
ど
で
官

公
署
に
提
出
す
る
書
類
に
つ
い
て
、
北

海
道
行
政
書
士
会
室
蘭
支
部
の
行
政
書

士
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月　

日
�　

９
時　

分
〜

11

30

▼
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
８
５
５
）

　

登
別
山
岳
会
は
、
冬
の
市
民
登
山
会

『
雪
山
に
入
ろ
う
』
を
行
い
ま
す
。 

▼
月
日　

３
月　

日
�

19

▼
集
合
時
間　

８
時

▼
集
合
場
所　

市
民
会
館
駐
車
場

▼
コ
ー
ス　

バ
ス
で
オ
ロ
フ
レ
峠
手
前

　

に
移
動
後
、
ゲ
ー
ト
か
ら
１
０
７
７

『
く
ら
し
の
無
料
相
談
会
』
を

開
催
し
ま
す

〜
北
海
道
行
政
書
士
会
室
蘭
支
部
主
催
〜

　

峰
経
由
で
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場 

▼
定
員　
　

人
（
中
学
生
以
上
）

20

▼
登
山
方
法　

山
ス
キ
ー
ま
た
は
ス
ノ

　

ー
シ
ュ
ー
、
か
ん
じ
き

※
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
参
加
料　

２
千
円 

▼
申
し
込
み　

３
月　

日
�
ま
で
に
電

13

　

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
藤
木
さ
ん
（
�
・

　

�
○８５
 

５
８
９
７
）

▼
日
時　

３
月　

日
�　

開
場　

時　

11

13

30

　

分　

開
演　

時
14

▼
場
所　

室
蘭
市
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
演
奏
曲　

『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
炎

　

の
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
』
ほ
か

▼
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券
が
必

　

要
で
す
）

▼
入
場
整
理
券
配
布
場
所　

室
蘭
市
文

　

化
セ
ン
タ
ー
、
市
総
務
グ
ル
ー
プ
、

　

登
別
商
工
会
議
所

▼
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊
第
７
師

　

団
広
報
渉
外
班
（
�
０
１
２
３
○23
 

５

　

１
３
１
）

▼
開
催
日
時　

３
月　

日
�　
　

時
〜

26

10

　
　

時
14

▼
場
所　

旧
室
蘭
駅
舎

▼
大
き
さ　

１
区
画
約
１
坪

▼
参
加
料　

１
区
画　

円
500

▼
申
し
込
み　

工
藤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○４５
 

２
７
２
６
）

　

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
で
心
地
よ
い
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月　

日
�
・　

日
�　
　

16

23

10

　

時
〜　

時
12

▼
場
所　

市
民
会
館
サ
ー
ク
ル
活
動
室

▼
持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
装
と
靴

▼
問
い
合
わ
せ　

石
川
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

６
４
１
１
）

冬
の
市
民
登
山
会
を
開
催
し
ま
す

第　

回
陸
上
自
衛
隊

３０
第
７
音
楽
隊
定
期
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

パ
ソ
コ
ン
と
家
電
製
品
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
参
加
者
募
集

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

採用時期試　験　日受付期間応募資格募集種目

７月（予定）受付時にお知
らせします　

５月中旬ま
で（予定）　

１８歳以上２７歳未
満の男子２等陸海空士

平成１９年４月
上旬　　　　１次５月下旬４月上旬～

５月上旬　

２０歳以上２６歳未
満の方 
（２２歳未満は大
卒（見込み含む）、
大学院修士課程
修了者（見込み
含む）は２８歳未
満）

一　　　般
幹部候補生

７月以降

４月１５日（土）～
１７日（月）のいず
れか１日を指
定　　　　　

４月７日（金）
まで　　　

１８歳以上３４歳未
満の方

予備自衛官補
（一般公募）

保有する資格に
応じ、１８歳以上
５３～５５歳未満の
方

予備自衛官補
（技能公募）

問い合わせや資料・志願票などの請求先
〒０５０－００８３　室蘭市東町２丁目２１－１２　石井ビル１階
　　　　　　自衛隊札幌地方連絡部室蘭募集事務所
　　　　　　（�○４４ ９５３３）
〒０５９－８７０１　中央町６丁目１１
　　　　　　市総務グループ（�○８５ １１３０）
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こぐま号巡回日程表（４月１日～９月３０日）

時間ステーション名月／日
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問い合わせ
市立図書館�○８５ ４３２４

【こぐま号を利用する方へ】　●図書は１人につき１０
冊まで借りられます●借りた図書は次回の巡回日に返
却してください●図書の返却は図書館でも受け付けて
います●悪天候の日は巡回を中止することがあります
●本館の図書も借りられますので、こぐま号に備え付
けの予約票または電話で図書館へお申し込みください

�����������

　野球を通して友だちづくりをしよう。

▼対象　小学生

▼練習日　毎週月・木曜日
※土・日曜日、祝日に試合が行われることがあります。

▼練習場所　登別小学校グラウンド

▼会費　入団金３,０００円、団費月額１,０００円、
　後援会費年額２,０００円

▼申し込み　佐藤さん（�○８３ １３１３）

　バドミントンの楽しさを基礎から学びませんか。

▼対象　小学３～５年生

▼募集人数　各学年若干名

▼練習日時　毎週土曜日　１３時３０分～１７時

▼練習場所　総合体育館、富岸青少年会館など
▼会費　入団費など１,２００円、団費月額１,０００円、

　親の会年会費２,４００円、その他傷害保険料など

▼申し込み　３月２２日（水）までに電話で鈴木さん（�○８８ ０６９７

▼対象　登山に興味のある中高年の方

▼会費　年額３,０００円、入会金１,０００円

▼申し込み　福澤さん（�○８５ ５８５１）

　中国人留学生とお話ししながら、楽しく学習します。

▼期間　４月～９月

▼日時　毎週木曜日　１９時～２０時３０分

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼講師　室蘭工業大学中国人留学生

▼クラス　レベルにより３クラス

▼会費　月額３,５００円
※ホームページ（http：//www.geocities.co.jp/Neve rLand-Mirai/
　9284）でも活動状況がご覧になれます。

▼申し込み　堀本さん（�○８３ ２４２０）
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▼訓練科目・入学資格・訓練期間・定員

▼対象　登別職業訓練協会の構成員である中小企業事業主に雇
　用されている方（そのほかの方でも対象となる場合がありま
　す）

▼受講料　年額１万円～４万５,０００円
※詳しくはお問い合わせください。

▼申込方法　３月１０日�までに登別地方高等職業訓練協会に備
　え付けの入学願書により申し込み

▼問い合わせ　職業訓練法人登別職業訓練協会（�○８５ １４５０

�������	
��
�������	
��

定員訓練期間入学資格訓練科目

各科１０人

２年（昼間）中学卒業以上の
学力のある方　

木 造 建 築 科

建 築 板 金 科

建 築 塗 装 科

２年（夜間）
高校卒業以上の
学力のある方　

建 築 設 計 科

１年（夜間）
経 理 事 務 科

１９人Ｏ Ａ シ ス テ ム 科

）

）
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市立図書館
� ○８５  4 3 2 4
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ズッコケ中年三人組
 那  須 　
な す

 正  幹 　著
まさ もと

◇砂漠の 薔  薇 　　　
バ ラ

　　　　　　 新  堂 　 冬  樹 　著
しん どう ふゆ き

◇やきもの鑑定五十年　　　　　　　 中  島  誠  之  助 　著
なか じま せい の すけ

◇人間選別工場　　　　　　　　　 斎  藤 　　 貴  男 　著
さい とう たか お

◇女帝の歴史を裏返す　　　　　　　 永  井 　　 路  子 　著
なが い みち こ

◇チーム・バチスタの栄光　　　 海  堂 　　　　
かい どう

 尊 　著
たける

◇ウーマンズ・アイランド　　 林 
はやし

　 真  理  子 　著
ま り こ

◇国語辞典はこうして作る　　 松  井 　　 栄  一 　著
まつ い しげ かず

◇ 宮中 
きゅうちゅう

 賢  所 物語　　　　　　　　
けん しょ

 高 
たか

 谷 　　
や

 朝  子 　著
あさ こ

※図書館では、毎月購入している本の全リスト
　を差し上げています。ご利用ください。

�������������
火～金曜日（祝日を除く）１０：００～１６：００

※お申し込みは、市内に居住する方が対象です。

●電子オルガン●五月人形●電動三輪車●スチール机（事務用・学習用）●子
ども用自転車（５・６年生、４～５歳、３～５歳・補助輪あり）●編み機●マ
ウンテンバイク（24インチ　 ）●業務用冷蔵庫（983㍑）●オルガン●ポット式石油
ストーブ●印刷機マスター●印刷機インク●ひな人形●３ＣＣＤビデオカメラ
●フィギュアスケート（23㌢）●ゴルフ道具（アイアン７本）●ワープロ●
シングルベッド（２段式）●電気ストーブ（小型・中型）●カーナビ●石油小
型給湯機（煙突付き）●スチール製本棚（185×80×25㌢）●文庫本用木製本
棚（180×90×17㌢）●もちつき器●スキー靴（25.5㌢）●カラオケ道具一式
●石油ストーブ（煙突付き）●アップライトピアノ●デスクトップパソコン●
木製シングルベット（目覚まし時計、蛍光灯付き）●ストーブガード●幼児用
ブランコ（高さ120㌢）●再生専用ビデオ（リモコンなし）●テレビ（29インチ　 ）
・ビデオ（ケース付き）●ビデオカメラ●ベビーベッド●三輪車●食器棚（ス
テンレス製）●パイプベッド（折りたたみ式）●テレビデオ（14インチ　 ）●チャ
イルドシート

�������	
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　あのズッコケ３人組も、２８年
を経て不惑の歳を迎えた。さて、
ハチベエ、ハカセ、モーちゃん
の人生は？カバー裏にはシリー
ズ全５０巻の表紙を掲載。『ズッ
コケ３人組』シリーズで育った
大人たちに贈る。

大江戸暗黒街
 重  松 　
しげ まつ

 一  義 　著
かず よし

　大名屋敷は盗み放題？首斬り
役人の憂うつ…。悪事なくして
江戸の平和はありえなかった。
監獄史研究の第一人者が誘う江
戸案内・暗黒編。牢屋敷・刑場
・奉行所など、見慣れない江戸
の風景が満載。

●電動三輪車●作業用回転いす●自転車用補助いす●鋳物まきストーブ●まき

ストーブ●電動ミシン●ノートパソコン●ワープロ●電子ピアノ●車いす（折

りたたみ式）●カラオケ道具一式●大正琴●リール●人台（洋裁の仮縫い用）

●大型水槽（奥行き60㌢）●物置用木製戸●子ども用室内大型遊具●フィギ

ュアスケート（19㌢、22㌢、23.5㌢）●ライティングデスク●シングル電動

ベッド（ダブル可）●将棋（盤・駒）●碁石

お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（�○８５ ８３０７）

このほかに新しく入った本

情報あらかると

中
央
町
６
　
11
 

情報推進グループ 

658685

110885FAX
Ｅメール：ｐｒ＠city.
noboribetsu.hokkaido.jp

　楽しかったこと、 
悲しかったこと、市
への疑問や意見・要
望などを情報推進グ
ループへ電話やはが
き、封書、ファク
ス、電子メールでお
寄せください。な
お、個人や団体への
中傷、営利を目的と
したお話はご遠慮く
ださい。 

　

雪
と
氷
の
祭
典
、
第　

回
冬
季
オ
リ

20

ン
ピ
ッ
ク
・
ト
リ
ノ
大
会
が
終
わ
っ
た
。

　

自
分
の
住
む
ま
ち
か
ら
も
登
別
大
谷

高
校
に
通
う 
國  
母  
和  
宏 
選
手
が
、
ス
ノ

こ
く 

ぼ 

か
ず 
ひ
ろ

ー
ボ
ー
ド
の
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
に
出
場
す

る
こ
と
を
、
学
校
で
の
激
励
会
や
市
長

を
表
敬
訪
問
し
た
様
子
が
、
広
報
に
載

っ
て
い
て
、
初
め
て
知
っ
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
父
親
に
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
教
え
ら
れ
、
今
季
は
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
で
２
勝
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　

日
の
夜
、
大
き
な
期
待
で
ハ
ー
フ

12
パ
イ
プ
の
予
選
を
見
て
応
援
し
た
。

　

先
に
、
同
じ
代
表
の 
成  
田  
童  
夢 
選
手

な
り 

た 

ど
う 

む

が
出
場
、
手
応
え
は
あ
っ
た
か
の
よ
う

だ
っ
た
が
良
い
点
数
は
出
な
い
。
い
よ

い
よ
國
母
選
手
、
大
き
な
ジ
ャ
ン
プ
で

と
て
も
迫
力
が
あ
っ
た
。
で
も
、
滑
り

終
わ
っ
た
途
端
倒
れ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

大
き
な
ジ
ャ
ン
プ
で
頭
に
響
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
点
数
の
発
表
が
待
ち
遠
し
い
。

『　

・
９
』
手
を
突
い
た
の
が
か
な
り

26
減
点
さ
れ
た
み
た
い
だ
。
２
本
目
に
期

待
。
は
じ
め
の
ジ
ャ
ン
プ
は
大
き
い
。

し
か
し
、
途
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

し
ま
っ
た
。
減
点
が
気
に
な
る
。
『　
31

０
』
残
念
な
が
ら
決
勝
に
は
進
め
な
か

っ
た
。

　

ま
だ
、
若
い
國
母
選
手
に
は
、
ぜ
ひ

次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　

ほ
か
の
競
技
も
観
戦
し
、
自
分
で
も

久
し
ぶ
り
に
興
奮
を
覚
え
盛
り
上
が
っ

た
。

　

で
も
寝
不
足
で
、
次
の
日
の
勤
務
が

き
つ
か
っ
た
。

（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
大
好
き
な
一
市
民

　

３
月
に
な
る
と
、
毎
年
重
た
い
雪
が

１
度
は
降
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

暖
か
い
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ
に
解
け

て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
た

く
さ
ん
降
る
と
重
た
い
雪
の
除
雪
に
一

苦
労
で
す
。

　

２
月
は
、
雨
で
解
け
た
雪
が
凍
っ
た

つ
る
つ
る
路
面
に
、
歩
行
者
や
自
動
車

も
ひ
や
ひ
や
し
な
が
ら
通
行
し
て
い
る

日
も
あ
り
ま
し
た
。

　

立
春
も
過
ぎ
、
春
の
足
音
が
す
ぐ
そ

こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　

も
う
少
し
で
、
暖
か
い
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
ね
。　
　
　
　
　

（
女
性
）

早
く
春
が
来
な
い
か
な

楽
し
か
っ
た

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

） ・
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▼日時　３月２５日　　１３時キックオフ

▼場所　室蘭市入江運動公園陸上競技
　場

▼ チケット料金　ＳＳ指定席…４,０００
　円、ＳＡ自由席…２,８００円（大人）・
　１,０００円（小・中学生）、Ｂ自由席
　…１,８００円（大人）・６００　円（小・中
　学生）

▼チケット販売所　ＪＲ北海道みどり
　の窓口・ツインクルプラザなど

▼チケットに関する問い合わせ
　コンサドーレ札幌
　　（�０１１－８５８－５３１３）

��� ��� ���

白老森林フォーラム『森林と
エゾシカ共生のあり方を探る』

人のうごき（平成1８年1月末日現在）／人口53,925（－24）　世帯24,596（－2）（　）は前月比　 この広報紙は再生紙を使用しています。
発行・編集／登別市総務部情報推進グループ　〒 059 － 8701 　北海道登別市中央町 6 － 11　�014 3 �８５  2111　� 0143 �８５  1108
ホームページ ： http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp  Ｅメール ： pr@city.noboribetsu.hokkaido.jp

ガンバレ！コンサドーレ
コンサドーレ札幌 VS 横浜ＦＣ

２００６伊達子ども英語劇
『美女と野獣』を開催します

　毎年ご好評をいただいている子ども
英語劇も１０回目を迎え、今年が最後の
開催となります。
　ご家族やお友だちをお誘いの上、ぜ
ひご覧ください。

▼日時　３月１８日　　開場１８時　開演
　１８時３０分

▼場所　だて歴史の杜カルチャーセン
　ター大ホール

▼入場料　高校生以上　５００　円（中学生
　以下無料）

▼問い合わせ　実行委員会事務局（伊
　達保育所内�０１４２○２３ ４０１７）

　社会問題になりつつあるエゾシカの
被害と森林との関わりについて考え、
森林の持つさまざまな機能と豊かな生
活環境を創造・発揮させる森づくりを
積極的に行いましょう。

▼日時　３月６日　　１８時～

▼場所　白老町総合保健福祉センター
　（いきいき４�６）

▼講師　 梶  光  一 さん（北海道環境科学
かじ こう いち

　センター主任研究員）　

▼問い合わせ　胆振東部森林管理署流
　域管理調整官（�０１４４○８２ ２１６
　１）

 （土） 

 （月） 

●

�

 （土） 
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　春まであともう少し、生きものたちの生命の躍動を
のんびりと探しに行きましょう。
　旬の情報を満載に散策します。

▼日時　３月８日（水）　１０時～１３時（予定）
※荒天の場合は中止することがあります。

▼集合場所　ふぉれすと鉱山

▼参加料　１００円（別途、歩くスキーレンタル料実費）

▼対象　一般の方

▼定員　１０人（申込順）

▼持ち物　外歩きに適した服装、帽子、手袋、タオル
　など

　植物とのふれあいは、花が咲いているときだけとい
うのはもったいない！植物を見る手がかりが少ない今
だからこそ、じっくり、向き合うことができる楽しみ
方や植物の見方などを、一緒にひも解いてみましょう。

▼日時　３月１７日（金）　１０時～１２時

▼集合場所　ふぉれすと鉱山

▼参加料　１００円

▼対象　一般の方

▼定員　１０人（申込順）

▼持ち物　外歩きに適した服
　装、帽子、手袋、植物図鑑
　（お持ちの方）など

　鉱山の自然情報や自然体験活動などを行っている
『ふぉれすと鉱山』が、これからこんな風になったら
いいなと思っている皆さんのお声を聞かせてください。

▼日時　３月４日（土）　１３時～１５時

▼場所　ふぉれすと鉱山

▼参加料　無料
※参加には事前の申し込みが必要です。

　毎年恒例の『歩くスキー』で、雪解け前に出かけて
みませんか。
　初めての方でも参加できます。

▼日時　３月５日（日）・１１日（土）　１０時～１２時
▼集合場所　ふぉれすと鉱山

▼参加料　５００円（保険料を含む）
▼対象　一般の方（子どもは保護者同伴に限り可）

▼定員　２０人（申込順）

▼持ち物　帽子、手袋（予備も）、防寒着、ヤッケ、
　タオル、飲みもの、おやつ（チョコやあめ）、携帯
　用カイロ、敷物、着替え（必要に応じ）など

�������	
�
�������
�����������

�������	


�������	
���
���

�������	
��

�������		
��
����

�������	
��
������

�������	
��
�������		
��
����

��������	
��

�������	�
��
���


	1.pdf
	2.pdf
	3.pdf
	4.pdf
	5.pdf
	6.pdf
	7.pdf
	8.pdf
	9.pdf
	10.pdf
	11.pdf
	12.pdf
	13.pdf
	14.pdf
	15.pdf
	16.pdf
	17.pdf
	18.pdf
	19.pdf
	20.pdf
	21.pdf
	22.pdf
	23.pdf
	24.pdf
	25.pdf
	26.pdf
	27.pdf
	28.pdf

